
究
戦
後
日
本
資
本
主
義
の
生
産
カ
構
造
と
公
共
投
資

「
高
度
成
長
」
下
の
港
湾
投
資
対
象
を
例
と
し
て

東
　
　
　
郷

久

一二三
ｏｏｏｏ 　

次
課
題
と
視
角

「
高
度
成
長
」
下
の
公
共
投
資
の
位
置

　
「
高
度
成
長
」
下
の
「
主
導
」
産
業
部
門
と
競
争
力
強
化

　
生
産
手
段
体
系
の
一
環
と
し
て
の
公
共
投
資

量
産
体
制
と
公
共
投
資
－
港
湾
投
資
を
例
と
し
て

港
湾
構
造
の
変
化
と
工
業
港
湾

港
湾
投
資
の
歴
史
的
展
開
と
量
産
体
制

小
括
と
展
望

課
題
と
視
角

　
本
稿
の
課
題
は
、
公
共
投
資
対
象
が
戦
後
日
本
資
本
主
義
の
「
高
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

成
長
」
の
な
か
で
果
た
し
た
特
有
な
基
本
的
役
割
を
実
証
的
に
解
明
す

る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
戦
後
日
本
資
本
主
義
の
生
産
力
構
造
と
公
共
投
資
（
東
郷
）

　
「
高
度
成
長
」
が
破
綻
し
つ
つ
あ
る
現
局
面
に
お
い
て
は
、
公
共
投

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

資
を
め
ぐ
る
諸
矛
盾
の
「
解
決
の
手
が
か
り
」
を
解
明
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
問
題
と
さ
れ
る
べ
き
一
つ
の
観
点
は
、
現
代

の
公
共
投
資
を
資
本
蓄
積
の
「
高
度
成
長
」
に
特
有
た
内
容
、
お
よ
び
、

そ
れ
を
可
能
に
し
た
特
殊
な
諸
条
件
と
の
関
係
で
考
察
す
る
こ
と
で
あ

る
。
公
共
投
資
の
「
高
度
成
長
」
に
特
有
な
意
義
と
構
造
を
解
明
し
て

こ
そ
、
公
共
投
資
を
め
ぐ
る
諸
矛
盾
の
、
　
「
高
度
成
長
」
の
構
造
に
。
立

脚
し
た
「
解
決
の
手
が
か
り
」
の
解
明
が
展
望
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　
公
共
投
資
政
策
は
、
　
「
高
度
成
長
」
下
に
お
け
る
財
政
の
諸
政
策
の

な
か
で
中
心
的
位
置
を
占
め
て
き
た
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
　
「
国
民
所

得
倍
増
計
画
」
で
は
以
下
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
　
「
戦
後
の
急

速
な
経
済
成
長
は
過
去
に
蓄
積
さ
れ
た
外
部
条
件
の
上
に
な
さ
れ
て
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
三
（
七
六
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

た
が
、
二
八
（
一
九
五
三
－
引
用
者
、
以
下
同
）
年
ご
ろ
か
ら
経
済
規
模

が
戦
前
水
準
を
こ
え
、
さ
ら
に
そ
の
後
も
高
成
長
が
っ
づ
い
た
た
め
、

道
路
、
港
湾
、
用
地
、
用
水
等
の
杜
会
資
本
が
、
生
産
資
本
に
対
し
て

相
対
的
に
立
ち
遅
れ
、
成
長
の
あ
い
賂
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

今
後
は
公
共
投
資
等
を
通
じ
こ
れ
ら
部
門
の
量
的
質
的
向
上
を
図
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）
．
．

と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
」
。
さ
ら
に
、
こ
の
「
量
的
質
的
向

上
」
と
か
か
わ
っ
て
、
　
「
長
期
的
総
合
的
な
観
点
か
ら
今
後
の
あ
る
べ

き
産
業
立
地
の
姿
を
想
定
し
、
そ
れ
に
却
応
し
た
方
向
に
お
い
て
基
盤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

の
整
備
に
努
め
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
注
目
し
た
い
点
は
、
ま
ず
、
公
共
投
資
の
変
化
で
あ
る
。

「
過
去
に
蓄
積
さ
れ
た
外
部
条
件
」
と
は
区
別
さ
れ
る
「
量
的
質
的
向

上
を
図
」
ろ
う
と
す
る
「
杜
会
資
本
」
と
は
い
か
な
る
も
の
か
。
こ
れ

が
、
本
稿
の
分
析
対
象
で
あ
る
。
同
時
に
、
こ
の
「
変
化
」
は
、
本
稿

の
分
析
の
焦
点
を
公
共
投
資
対
象
に
あ
て
る
一
つ
の
積
極
的
意
味
を
提

供
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
以
下
で
は
、
公
共
投
資
と
い
う
表
現
で
主

と
し
て
そ
の
対
象
を
意
味
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
さ
て
、
さ
ら
に
、
注
目
す
べ
き
点
は
、
　
コ
局
度
成
長
」
下
の
公
共
投

資
政
策
に
お
い
て
一
貫
し
て
い
わ
れ
て
き
た
投
資
の
方
法
で
あ
る
。

「
今
後
の
あ
る
べ
き
産
業
立
地
の
姿
を
想
定
し
…
…
」
と
い
い
、
　
「
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
四
（
七
六
八
）

　
　
（
５
）

行
整
備
」
と
い
い
、
こ
れ
が
矛
盾
な
く
展
開
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
ま

で
も
、
こ
こ
に
「
高
度
成
長
」
下
の
公
共
投
資
政
策
の
い
か
た
る
特
質

が
含
ま
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
こ
れ
が
、
先
の
公
共
投
資
対
象
の
変
化

と
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
る
の
か
。
こ
れ
ら
の
基
礎
を
公
共
投
資
対

象
に
即
し
て
分
析
す
る
こ
と
が
、
本
稿
の
課
題
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
本
稿
で
の
課
題
は
、
従
来
の
見
解
で
は
ど
こ
ま
で
分

析
さ
れ
て
い
る
か
、
以
下
、
宮
本
憲
一
氏
と
池
上
惇
氏
の
そ
れ
を
と
り

あ
げ
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

　
宮
本
憲
一
氏
の
・
「
杜
会
資
本
論
」
は
、
　
「
目
本
資
本
主
義
の
矛
盾
」

で
あ
る
「
生
産
の
一
般
的
条
件
の
崩
壌
」
と
「
消
費
の
一
般
的
条
件

（
あ
る
い
は
共
同
的
条
件
）
の
悪
化
」
の
原
因
を
杜
会
資
本
の
概
念
と
運

動
を
解
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
先
の
原
因
を
「
生
産
の
一
般
的
条
件
の
崩
壌
」
で
み
た
場
合
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

そ
れ
は
、
　
「
生
産
の
一
般
的
条
件
」
の
「
特
殊
的
個
別
的
条
件
」
化
、

ま
た
は
、
　
「
特
定
資
本
の
占
有
物
」
化
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ

に
、
氏
の
い
う
杜
会
資
本
の
現
代
的
特
質
を
み
る
こ
と
が
で
き
、
地
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

開
発
の
基
礎
と
し
て
の
「
地
域
ぐ
る
み
の
合
理
化
」
も
そ
れ
な
り
に
解

明
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
　
「
高
度
成
長
」
下

の
公
共
投
資
の
独
自
の
意
義
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
方
向
が
設
定
さ
れ
て



い
る
ど
は
い
い
が
た
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
　
「
特
定
資
本
の
占
有
物
」
化

は
独
占
段
階
一
般
の
論
理
か
ら
き
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
、

「
特
殊
的
個
別
的
条
件
」
化
さ
れ
た
杜
会
資
本
と
い
え
ど
も
、
そ
の
役

割
は
依
然
と
し
て
「
生
産
の
一
般
的
条
件
」
で
あ
る
こ
と
に
示
さ
れ
て

い
る
。
杜
会
資
本
は
「
現
代
の
独
占
体
」
の
蓄
積
に
と
っ
て
単
に
一
契

機
と
し
て
の
位
置
付
げ
で
し
か
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
実
際
、
杜
会
資
本
の
「
占
有
物
」
化
と
い
う
と
ら
え
方
か
ら
、
氏
の

現
状
分
析
で
は
杜
会
資
本
が
絶
え
ず
「
不
足
」
す
る
と
い
う
結
論
が
出

　
　
（
９
）

さ
れ
る
。
し
か
し
、
　
「
高
度
成
長
」
下
の
杜
会
資
本
を
め
ぐ
る
資
本
蓄

積
に
お
い
て
ど
の
よ
う
た
矛
盾
が
資
本
主
義
的
に
「
解
決
」
さ
れ
、
そ

の
結
果
、
ど
の
よ
う
な
新
た
な
矛
盾
が
再
生
産
さ
れ
て
き
た
の
か
を
分

析
す
る
場
合
に
－
は
、
絶
え
ざ
る
「
不
足
」
と
い
う
こ
と
で
は
不
十
分
で

あ
る
。
と
い
う
の
も
、
　
「
高
度
成
長
」
下
の
杜
会
資
本
を
契
機
と
し
た

資
本
の
矛
盾
に
，
対
す
る
対
応
と
そ
の
公
共
投
資
へ
の
反
映
・
独
自
の
内

容
の
う
ち
に
、
先
の
「
解
決
の
手
が
か
り
」
が
潜
在
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
氏
の
見
解
で
は
、
杜
会
資
本
の
「
不
足
」
を
解
決

す
る
に
は
「
現
代
の
独
占
体
」
の
蓄
積
を
規
制
す
る
こ
と
が
必
要
に
な

る
が
、
公
共
投
資
自
体
の
規
制
は
課
題
と
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
宮
本
氏
に
お
げ
る
、
杜
会
資
本
が
蓄
積
に
と
っ
て
単
に
一
契
機
で
し

　
　
　
　
戦
後
日
本
資
本
主
義
の
生
産
力
構
造
と
公
共
投
資
（
東
郷
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

か
な
い
と
い
う
点
を
「
と
り
込
み
」
の
論
理
と
し
て
批
判
し
、
杜
会
資

本
を
「
資
本
主
義
の
分
業
体
系
の
総
体
の
な
か
で
」
位
置
付
げ
る
観
点

を
打
ち
出
し
た
の
は
池
上
惇
氏
で
あ
る
。
氏
は
、
杜
会
資
本
を
「
資
本

の
集
積
」
と
「
杜
会
的
分
業
の
総
体
に
，
占
め
る
運
輸
、
交
通
業
の
比
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
１
）

が
、
流
通
時
問
中
に
あ
る
商
品
量
の
増
大
に
よ
っ
て
た
え
ず
増
大
」
す

る
こ
と
の
な
か
で
と
ら
え
、
杜
会
資
本
の
役
割
を
「
産
業
再
編
成
、
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

域
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ソ
ド
・
ビ
ル
ド
…
…
の
積
粁
」
と
し
て
と
ら
え

て
い
る
。
杜
会
資
本
を
「
分
業
体
系
の
総
体
」
の
な
か
で
と
ら
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
　
「
産
業
再
編
成
・
…
－
の
積
粁
」
と
し
て
の
杜
会
資
本
の

独
自
の
経
済
的
基
盤
を
解
明
す
る
こ
と
が
可
能
に
さ
れ
る
と
い
え
よ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
氏
の
展
開
す
る
杜
会
資
本
は
、
主
と
し
て
「
運
輸
、

交
通
業
」
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
　
「
運
輸
、
交

通
業
」
の
発
展
は
、
運
輸
費
を
減
少
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
産
業
資
本

の
生
産
性
と
蓄
積
を
問
接
的
に
促
進
さ
せ
る
が
、
　
「
生
産
物
の
量
は
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

の
運
輸
に
よ
っ
て
ふ
え
は
し
な
い
。
」
　
「
運
輸
、
交
通
業
」
の
発
展
は
、

産
業
資
本
の
一
定
の
生
産
力
を
前
提
に
し
て
の
間
題
で
あ
る
。
し
か
し
、

た
と
え
ぼ
、
公
共
投
資
対
象
で
あ
る
工
業
用
水
道
に
端
的
に
み
ら
れ
る

よ
う
に
、
そ
れ
に
よ
る
鉄
鋼
業
や
石
油
化
学
工
業
の
原
料
（
補
助
材
料
）

と
し
て
の
工
業
用
水
の
供
給
は
、
直
接
に
生
産
力
拡
大
を
も
た
ら
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
五
（
七
六
九
）



立
命
館
経
済
学
（
第
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十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

い
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
か
ら
、
池
上
氏
が
戦
後
目
本
の
〕
局
度
成
長
」

下
の
生
産
力
を
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
か
の
検
討
が
必

要
に
な
っ
て
く
る
。
氏
が
戦
後
目
本
資
本
主
義
を
特
徴
づ
げ
た
「
従
属

　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

的
加
工
貿
易
方
式
」
と
い
う
規
定
の
意
義
は
、
低
賃
金
の
利
用
・
再
編

を
基
軸
と
し
て
戦
後
日
本
資
本
主
義
を
と
ら
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
５
）

「
侵
略
性
」
と
「
従
属
性
」
を
統
一
的
に
解
明
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。

だ
か
ら
、
こ
こ
で
の
「
加
工
」
は
、
　
「
低
賃
金
の
利
用
」
と
い
う
か
ぎ

り
で
の
意
味
で
あ
り
、
　
「
高
度
成
長
」
下
の
新
た
な
生
産
力
段
階
を
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
６
）

す
も
の
で
は
た
い
で
あ
み
う
。

　
以
上
の
検
討
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
、
一
方
で
、
公
共
投
資
を
コ
局

度
成
長
」
下
の
資
本
の
矛
盾
の
資
本
主
義
的
対
応
と
そ
の
公
共
投
資
へ

の
反
映
・
公
共
投
資
の
変
化
の
過
程
と
し
て
と
ら
え
よ
う
と
し
、
他
方

で
、
公
共
投
資
の
、
　
「
運
輸
、
交
通
業
」
と
い
う
側
面
と
、
そ
れ
に
よ

る
直
接
的
な
生
産
力
拡
大
と
い
う
側
面
を
統
一
的
に
と
ら
え
る
た
め
、

公
共
投
資
を
生
産
手
段
体
系
の
発
展
の
な
か
に
位
置
付
げ
、
実
証
分
析

を
す
す
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
　
「
基
本
的
」
と
い
う
こ
と
の
意
味
は
、
公
共
投
資
対
象
を
こ
こ
で
は

　
　
　
　
さ
し
あ
た
っ
て
生
産
基
盤
上
の
間
題
、
市
場
間
題
、
景
気
政
策
上
の
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
二
六
（
七
七
〇
）

　
題
の
三
分
野
で
と
ら
え
、
第
一
の
分
野
を
主
た
る
研
究
対
象
に
す
る
と

　
　
い
う
こ
と
で
あ
る
。
Ｌ
か
し
、
と
く
に
第
一
の
分
野
と
第
二
の
分
野
と

　
　
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
公
共
投
資
対
象
の
全
体
的
位
置
付
げ
の
と
こ
ろ

　
　
で
考
察
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
２
）
　
エ
ソ
ゲ
ル
ス
『
空
想
か
ら
科
学
へ
の
杜
会
主
義
の
発
展
』
寺
沢
恒
信

　
　
・
山
本
三
二
丸
・
他
訳
、
国
民
文
庫
、
一
〇
三
べ
ー
ジ
。
こ
こ
で
は
、

　
　
恐
慌
か
ら
必
然
化
さ
れ
た
資
本
の
対
応
と
し
て
の
当
時
の
国
有
化
現
象

　
　
が
分
析
さ
れ
、
そ
れ
が
「
近
代
的
生
産
諸
力
の
杜
会
的
本
性
が
事
実
上

　
　
承
認
さ
れ
る
」
過
程
の
た
か
に
位
置
付
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
「
解

　
　
決
」
さ
れ
る
べ
き
間
題
は
、
「
生
産
力
の
資
本
の
特
性
」
（
前
掲
書
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
〇
ニ
ペ
ー
ジ
）
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
「
杜
会
的
生
産
と
資
本
主
義
的

　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
領
有
と
の
あ
い
だ
の
相
剋
」
　
（
前
掲
書
、
八
九
べ
－
ジ
）
と
い
う
資
本

　
　
主
義
的
生
産
様
式
に
特
有
の
予
盾
が
分
析
さ
れ
た
上
で
、
解
明
さ
れ
て

　
　
い
る
。
本
稿
で
は
、
公
共
投
資
の
役
割
に
焦
点
を
あ
て
て
、
以
上
の
観

　
　
点
を
具
体
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
３
）
経
済
審
議
会
『
国
民
所
得
倍
増
計
画
に
関
す
る
経
済
舞
議
会
の
答

　
　
申
』
一
九
六
〇
年
、
六
ぺ
－
ジ
。

（
４
）
前
掲
答
申
、
一
九
、
二
〇
ぺ
ー
ジ
。

（
５
）
た
と
え
ば
、
「
経
済
杜
会
発
展
計
画
」
の
た
か
で
は
、
「
国
土
利
用
の

　
　
基
盤
と
な
る
施
設
」
に
つ
い
て
は
「
長
期
的
な
成
長
基
盤
の
醸
成
と
い

　
　
う
見
地
」
か
ら
「
先
行
整
備
」
が
必
要
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
経

　
　
済
企
画
庁
総
合
計
画
局
『
図
説
・
経
済
杜
会
発
展
計
画
、
四
〇
年
代
へ

　
　
の
挑
戦
』
至
誠
堂
、
一
九
六
七
年
、
所
坂
、
ニ
ハ
九
べ
ー
ジ
。

（
６
）
宮
本
憲
一
『
杜
会
資
本
論
〔
改
訂
版
〕
』
有
斐
閣
、
　
一
九
七
五
年
、

　
　
一
－
三
ぺ
ー
ジ
。



（
７
）
前
掲
書
、
七
五
ぺ
ー
ジ
。

（
８
）
前
掲
書
、
九
〇
ぺ
ー
ジ
。

（
９
）
宮
本
憲
一
「
杜
会
資
本
充
実
政
策
の
財
政
」
島
恭
彦
・
宮
本
憲
一
・

　
池
上
惇
編
『
財
政
危
機
の
国
際
的
展
開
』
有
斐
閣
、
一
九
七
四
年
、
所

　
収
論
文
参
照
。

（
１
０
）
池
上
惇
『
現
代
資
本
主
義
財
政
論
』
有
斐
閣
、
一
九
七
四
年
、
一
七

　
　
一
ニ
ベ
ー
ジ
。

（
ｕ
）
前
掲
書
、
一
七
五
べ
ー
ジ
。

（
１
２
）
前
掲
書
、
一
八
ニ
ベ
ー
ジ
。

（
１
３
）
　
マ
ル
ク
ス
『
資
本
論
』
第
二
巻
、
マ
ル
ク
ス
・
エ
ソ
ゲ
ル
ス
全
集
刊

　
行
委
員
会
訳
、
大
月
書
店
、
一
八
三
ぺ
－
ジ
。

（
１
４
）
池
上
惇
『
現
代
日
本
資
本
主
義
の
基
本
構
造
』
汐
文
杜
、
一
九
七
二

　
年
、
六
二
～
六
四
ぺ
ー
ジ
。

（
１
５
）
前
掲
書
、
二
～
三
べ
ー
ジ
。

（
１
６
）
　
「
従
属
的
加
工
貿
易
方
式
」
で
い
わ
れ
る
ア
メ
リ
カ
の
原
料
独
占
等

　
　
は
目
本
資
本
主
義
の
基
本
的
「
弱
点
」
に
は
ち
が
い
た
い
が
、
そ
の
も

　
と
で
の
目
本
資
本
主
義
の
対
応
過
程
は
そ
れ
だ
け
で
は
と
ら
え
ら
れ
た

　
　
い
。
た
と
え
ぱ
、
「
海
上
運
賃
の
低
落
が
む
し
ろ
こ
の
資
源
条
件
の
不

　
利
を
わ
が
国
の
競
争
力
強
化
要
因
に
転
じ
た
と
い
う
こ
と
は
し
ば
し
ぱ

　
指
摘
さ
れ
て
い
る
」
と
し
て
以
下
の
よ
う
な
例
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
「
原
油
輸
送
に
際
し
目
本
－
ペ
ル
シ
ャ
湾
問
一
万
二
、
○
○
○
キ
ロ
を

　
出
光
丸
で
運
ぶ
と
一
ト
ソ
五
〇
〇
円
～
六
〇
〇
円
で
、
鉄
道
運
賃
だ
と

　
東
京
－
静
岡
間
に
当
た
る
」
と
。
並
木
信
義
『
国
際
競
争
力
の
話
』
目

　
経
文
庫
、
一
九
七
二
年
、
七
六
べ
ー
ジ
。

戦
後
目
本
資
本
主
義
の
生
産
力
構
造
と
公
共
投
資
（
東
郷
）

；
　
「
高
度
成
長
」
下
の
公
共
投
資
の
位
置

　
こ
こ
で
は
ま
ず
、
公
共
投
資
に
「
高
度
成
長
」
な
る
高
蓄
積
の
な
か

で
全
体
的
に
ど
の
よ
う
な
内
容
が
与
え
ら
れ
て
き
た
か
を
考
察
す
る
こ

と
か
ら
は
じ
め
る
。

Ｈ
「
高
度
成
長
」
下
の
「
主
導
」
産
業
部
門
と
競
争
力
強
化

　
目
本
の
「
高
度
成
長
」
が
、
す
ぐ
れ
て
重
化
学
工
業
化
の
過
程
で
あ

り
、
そ
れ
ら
諸
部
門
の
「
成
長
」
で
あ
る
こ
と
は
白
明
の
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
ア
メ
リ
ヵ
を
先
頭
と
す
る
発
達
し
た
資
本
主
義
諸
国
は
多
か

れ
少
な
か
れ
重
化
学
工
業
中
心
の
産
業
構
造
を
な
し
て
い
る
。
目
本
資

本
主
義
と
し
て
の
「
高
度
成
長
」
が
問
題
で
あ
る
こ
こ
で
は
、
日
本
重

化
学
工
業
と
し
て
の
特
徴
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
諸
条
件
と
が
考
察
さ
れ
ね

ば
た
ら
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
目
本
重
化
学
工
業
の
う
ち
「
高
度
成
長
」
を
担
っ
た
部

門
は
、
主
と
し
て
鉄
鋼
業
、
石
油
化
学
工
業
、
石
油
精
製
業
、
機
械
工
業

等
の
各
工
業
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
「
主
導
」
産
業
部
門
と
し
て
お
き
た

い
。
こ
の
「
主
導
」
部
門
の
重
化
学
工
業
と
し
て
の
特
徴
を
石
油
化
学

工
業
を
例
と
し
て
考
察
し
て
み
た
い
。
表
１
が
、
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
七
（
七
七
一
）
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表査調位単原地立場工業工学化油石－表
考
備

　
　
　
　
　
　
撚
綴
箏
繋
一
欝
繍
綴

量
達
調
部
外

０
０
０
０
６
０
２
５
０
０
８
０
　
０
０
　
６
５
３
』
』
“
３
５
　
　
”
　
３
９
３
５
２
２
９
０
９
２
６
高
５
９
１
４
８
２
２
　
　
最
　
７

位
単

帖
一
・
∴
　
　
１
■
．
　
１
■
．
　
１
■

目
項

量
油
力
水
水
さ
積
員
金
要
柵
　
Ｈ
道
面
　
資
打
　
－
水
　
地
　
設
料
原
重
電
河
上
高
土
　
人
建

　
　
　
年

　
　
　
業

　
　
　
学

　
　
　
ヒ

　
　
　
イ

　
　
　
油

鮒
差

（
　
　
○

　
　
ル

　
　
デ

　
　
モ

　
　
ー

　
　
の

　
　
合

　
　
場

　
　
の
　
ｏ

　
　
場
渇

　
　
｛
ｎ

筆
鮒

峰
卯
レ
精

イ
ー
チ
油

餅
工
石

　
　
１
）
２
）

　
　
）

　
　
注

　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
八
（
七
七
二
）

こ
こ
で
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
特
徴
は
、
第
一
に
、
生
産
手
段
生
産
一

般
で
は
な
く
、
と
く
に
素
材
生
産
で
あ
り
、
第
二
に
、
一
方
で
、
原
料

で
あ
る
ナ
フ
サ
、
補
助
材
料
で
あ
る
重
油
、
電
力
、
河
川
水
な
ど
を
大

量
に
消
費
し
、
他
方
で
、
労
働
手
段
に
関
し
て
は
製
造
部
門
だ
げ
で
は

な
く
付
帯
部
門
、
用
役
部
門
を
も
備
え
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
配
置
を
も

含
む
広
大
な
面
積
の
工
業
用
地
を
必
要
と
す
る
、
と
い
っ
た
点
で
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
は
、
石
油
精
製
業
、
鉄
鋼
業
に
も
妥
当
す
る
。
こ
れ
に

対
し
、
機
械
工
業
は
、
以
上
の
素
材
生
産
に
も
と
づ
く
加
工
系
列
を
な

し
、
両
者
は
相
対
的
に
区
別
さ
れ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
目
本
重
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

学
士
業
を
「
素
材
・
資
源
、
加
工
併
進
型
」
の
そ
れ
と
し
て
特
徴
づ
げ

る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
　
「
資
源
型
」
と
い
う
特
徴
づ
け

は
、
多
様
な
生
産
手
段
の
使
用
、
ま
た
は
、
以
下
に
述
べ
る
こ
と
に
な

る
生
産
手
段
の
結
合
発
展
を
意
味
す
る
。

　
「
素
材
・
資
源
、
加
工
併
進
型
」
と
し
て
の
目
本
重
化
学
工
業
の
展

開
は
、
　
「
第
二
次
大
戦
前
お
よ
び
大
戦
中
に
ア
メ
リ
カ
に
展
開
し
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

こ
ろ
の
重
化
学
工
業
…
…
の
移
植
・
創
出
・
育
成
」
過
程
で
あ
り
、
目

本
重
化
学
工
業
は
、
　
「
ア
メ
。
リ
カ
資
本
主
義
の
外
陣
」
で
あ
る
。
表
２

は
、
そ
の
具
体
的
事
実
を
表
わ
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
目
本
の
輸
出

が
「
素
材
・
資
源
、
加
工
併
進
型
」
重
化
学
工
業
に
対
応
し
、
他
方
、



率び伸○易品商の入出輸米対２表

）
帆
繭 ９

　
２
　
２
　
２
　
「
ｏ
　
０
　
３
８
　
０
　
７
　
ｏ
ｏ
　
Ｏ
　
つ
、
ｕ
　
２

（
入

３
・
Ｌ
２
．
２
・
２
．
７
・
３
・

１

輸

品
料
料
料
械
機
額
一

料
繍
材
微
空
蝸

１１

食
繊
原
鉱
一
航
輸

）

り
＾
７
９

２
６
９

８
　
２
　
ｎ
１
〃
　
「
ｏ
　
つ
ｏ
　
４
　
２
１
１
　
０
　
（
ｏ
　
４
　
ｏ
〕
　
Ｆ
ｏ
　
３

１

１

（
出

２
．
２
一
７
・
５
Ｌ
１
．
６
一
　
　
　
　
１
１
一
　
７
’

輸
ｉ

品
品
鋼
品
械
車
額

料
維
黙
動
蹄

食
繊
鉄
金
電
自
輸

ジ
年
ム

一
７
３
第

ぺ
１
９
「

４
３
・
ジ

４
」
一

，
７
表
ぺ

版
１
８
６
７

年
３
一
５

６
３
第
↓

１
９
「
表

』
ジ
８
１

書
一
イ

繁
倣
　
」
一
り

鞘
賢
よ

驚
峨

）所出（

日
本
は
ア
メ
リ
カ
の

先
端
産
業
部
門
や
食

料
品
の
市
場
に
。
な
っ

て
き
て
い
る
。

　
日
本
重
化
学
工
業

は
、
こ
の
国
際
分
業

の
も
と
で
国
際
競
争

を
有
利
に
ー
展
開
し
て

き
た
こ
と
は
周
知
の

こ
と
で
あ
る
。
資
本

主
義
世
界
生
産
に
占

め
る
日
本
重
化
学
工
業
の
地
位
は
、
現
在
、
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
で
第
二

位
に
ま
で
飛
躍
的
に
上
昇
し
て
き
て
い
る
。
こ
の
国
際
競
争
戦
は
、
目

本
重
化
学
工
業
の
「
素
材
型
」
と
し
て
の
性
格
、
つ
ま
り
原
料
消
費
と
、

そ
の
原
燃
料
の
大
部
分
の
海
外
依
存
と
い
う
条
件
と
か
ら
生
ず
る
輸
入

依
存
の
不
可
欠
性
、
そ
れ
に
－
よ
る
輸
出
健
進
の
必
要
性
か
ら
必
然
化
さ

れ
る
。
「
加
工
併
進
型
」
の
発
展
も
以
上
の
条
件
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
こ
の
競
争
力
強
化
の
具
体
的
内
容
を
、
と
く
に
「
素
材
・
資
源

型
」
な
る
構
造
と
の
関
係
で
考
察
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。

　
　
　
戦
後
目
本
資
本
主
義
の
生
産
力
構
造
と
公
共
投
資
（
東
郷
）

　
ま
ず
、
競
争
力
強
化
の
契
機
と
し
て
、
第
一
に
、
輸
入
依
存
の
不
可

欠
性
か
ら
く
る
原
燃
料
の
搬
入
体
制
、
第
二
に
、
「
資
源
型
」
と
し
て

の
構
造
に
よ
る
広
義
の
労
働
手
段
を
含
む
労
働
手
段
、
第
三
に
、
第
一

第
二
の
契
機
に
観
定
さ
れ
た
臨
海
立
地
、
第
四
に
、
労
働
力
、
等
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
第
一
に
、
原
燃
料
と
く
に
鉄
鉱
石
・
原
油
の
搬
入
体
制
に
つ
い
て
。

表
３
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
輪
入
量
が
増
加
し
、
平
均
輸
送
距
離
が
増

賃
）
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７
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輸
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１
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１

０
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９

９
６
９

９
６
９

０
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年

９
１

１

１
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石

油

鉱鉄

原

版年
７
１

１
９』望展の題問源資『

局
上
炭
表
石
４
山
↓
鉱
１・
第

省
「
業
ジ
産
一
商
ぺ

通
９
９）所出（

、

移推賃運上海の油原びよお石鉱鉄入輸３表

二
二
九
（
七
七
三
）

大
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
ト
ソ

当
た
り
運
賃
は
低

下
し
て
き
て
い
る
。

こ
れ
を
も
た
ら
し

た
も
の
は
、
タ
ソ

カ
ー
、
専
用
船
の

大
型
化
で
あ
り
、

そ
れ
に
つ
づ
く
港

湾
の
大
型
化
で
あ

る
。
表
４
は
、
こ

の
こ
と
を
裏
付
げ



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

と
　
　
り

　
　
ｋ

　
　
／

）
　
　
円

格
価
　
位
雌
等

積
上
価

（
）
単

Ｂ
格
均

Ｆ
０
価
呼

　
着
的
本
馴
佃
入
Ｆ
輸
０４表

ｆ

腐
１

８

４

３

７

９

低

３

３

２

４

２

０

３

一

４

年前対

４

９

９

１

７

２

１

５

７

７

７

９

Ｆ

１

７

５

４

２

３

１Ｃ

１瀦
５

１

８

５

７
４
　
一

低

４

０

０

２

Ｏ
８
　
．

２

－

２

年

■

前

■

対

６

６

Ｏ

５

２

０

Ｏ

２

３

０

２

０

Ｂ

４

３

３

３

２

２

ＯＦ

１
度

８

３

４

５

６

７

５

６

６

６

６

６

年

９

９

９

９

９

９

計

１

１

１

１

１

１

ぺ
４
９４年

６
９

１
９』史

年
。
十
成
鋼
作
鉄
り
『
よ
盟
」
連
表

鋼
３
３
鉄
第
本
「
目
ジ

）所出（

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

積
出
港
価
格
の
低
下

率
以
上
に
日
本
着
価

格
の
そ
れ
が
大
で
あ

る
と
こ
ろ
に
、
タ
ソ

カ
ー
、
専
用
船
お
よ

び
港
湾
の
役
割
を
み

る
こ
と
が
で
き
よ

う
。　

第
二
に
、
労
働
手

段
に
つ
い
て
。
こ
こ

で
は
、
設
備
の
大
型
化
と
装
置
の
結
合
・
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
化
が
特
徴
的

で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
産
性
の
上
昇
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。
表

５
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
生
産
能
力
が
、
五
万
ト
ソ
か
ら
三
〇
万
ト
ソ

ヘ
と
六
倍
に
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
設
備
投
資
額
は
そ
れ
に
比
例
し

た
捗
で
は
増
加
せ
ず
、
わ
ず
か
約
二
・
五
倍
と
な
る
に
す
ぎ
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
ま
ず
、
不
変
資
本
が
節
約
さ
れ
る
。
他
方
、
労
務
費
に
は

変
化
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
労
働
の
生
産
性
が
増
大
す
る
。
し
か
し

た
が
ら
、
設
備
の
大
型
化
だ
げ
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
広
義
の
労
働
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
〇
（
七
七
四
）

段
が
特
殊
に
重
要
に
次
っ
て
い
る
意
味
は
、
装
置
の
結
合
・
拡
大
、
こ

の
装
置
体
系
の
拡
大
の
延
長
と
し
て
の
大
型
港
湾
等
の
移
成
、
こ
れ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

を
含
め
た
コ
ソ
ピ
ナ
ー
ト
化
、
お
よ
び
、
こ
れ
ら
諸
装
置
の
合
理
的
配

置
を
内
容
と
し
た
工
業
用
地
の
必
要
性
等
々
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。

係関の費産生と模観産生の業工学化油石５
表
．

６
５

２
２
４
０
８
８
５

０
３

１
　
０
　
１
↓
　
５
　
１

１

８
９
９

０
０

〇
一
７

５
３
．
１

２
一
６
・

７
一
４

６
１

７
０

０
２

８
２
０
０
６
６
９
０
０
１
５
　
７
　
７
　
０

１
３

６
６

５
５

〇
一
１

２
一
１

〇
一
－
一

１

５
３
３

６
１

０
１

２
３

４
１
４
０
６
６
８
０
０
　
０
５
　
２
　
２
　
５

９
６

９
６

０
４

５
一
１
・

６
一
〇
一
－
一

１
↓
　
０
リ

８
一
１

８
１

３
７

２
０
２
０
１
１
２

Ｆ
ｏ
　
貢
Ｕ
　
Ｏ
　
Ｆ
ｏ

９

９

５
８
８

６
７

５
８
一
２

２
・

〇
一
３
一

０
０
一
〇
一
２
・

０
１

１
２

）
ソ

）
）
％
％

ト

４
　
４

）
円

万

（

の
の

■

費
費

ト

産

　
　
　
ズ
　
備
備
）
　
一
　
設
設
円
　
　
イ
有
有
億
　
テ
固
固
（
　
　
　
　
場
場
用
品
〃
に
に
却
償
轟
灘

ス

年

コ

■
ソ

り

レ
）
円

当

チ

回

工

億（

年

キ

‘
　
（

／

１

力

資

用

ソ
■

能

投

費

レ

産生

備設

総

チ二

○用借表ジーぺ
３
４，年

６
６

１
９，書新波岩剃工学

化油石［二徳辺渡）所出（



こ
の
こ
と
を
鉄
鋼
業
で
み
て
み
よ
う
。
製
鉄
所
の
土
地
造
成
の
種
類
と

し
て
、
全
敷
地
の
新
規
造
成
、
一
部
造
成
、
港
湾
岸
壁
の
み
の
造
成
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
、
こ
の
な
か
で
大
型
化
し
た
諾
設
備
の
結
合
、
そ
の
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

理
的
レ
イ
ア
ウ
ト
が
追
求
さ
れ
て
い
る
。
表
６
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

工
場
敷
地
面
積
と
粗
鋼
年
産
能
力
（
将
来
最
終
目
標
を
含
め
て
の
）
と
の

力能産年と地敷場工の業鋼鉄６表

年

５
３
５
９
６
１
６
２
６
４
６
５
６
６
６
７

動稼
９
　
９
　
９
　
９
　
９
　
９
　
９
　
９
１
　
１
　
１
　
１
　
１
　
１
　
１
　
１

）ソ来
標
目

０
　
　
　
　
　
０
　
　
　
０
　
０
５
　
　
　
　
　
　
０
　
　
　
　
０
　
０

ト万

終

６
　
　
　
　
　
０
　
　
　
０
　
０
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
，

将
最

１
↓
　
　
　
　
１
■
一
　
－
上

（力

ヒ
ヒ
育

末
想

産

０
　
４
　
０
　
０
　
０
　
０
　
０
　
０
０
　
３
　
０
　
２
　
０
　
７
　
５
　
０

年
年

０
７

６
　
４
　
９
２
　
７
　
４
　
７
　
７

鋼１
９
予

粗
）
２

篭９
７
９
２
９
７
６
２
０
７
３
３
２
７
４
５

」

３
　
６
　
３
　
　
　
６
　
２
　
７
　
８

藤

一

（所

饒
鴛
構
堺
鐵

一

鉄

一

製名杜会

鉄
鉄
属
管
鉄
鉄
管
鉄
灘
篤
篇
灘

川
八
住
目
富
八
目
川

○

成作りよ」表
１
０第「ジーぺ

２
６３，年

６
９

１
９』史年十鋼鉄『盟連鋼鉄本日）所出（

問
に
あ
る
程
度
の
比
例

的
関
係
を
み
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
意
味
で
、

工
業
用
地
造
成
と
立
地

の
展
開
は
、
競
争
力
強

化
の
一
要
素
を
た
し
て

　
（
５
）

い
る
。

　
第
三
に
、
臨
海
立
地

に
つ
い
て
。
第
一
の
原

燃
料
の
低
下
も
第
二
の

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
化
に
よ

る
生
産
性
の
増
大
も
、

臨
海
立
地
に
よ
っ
て
現

実
化
さ
れ
た
。
太
平
洋

戦
後
目
本
資
本
主
義
の
生
産
力
構
造
と
公
共
投
資
（
東
郷
）

岸
が
遠
浅
で
あ
る
と
い
う
条
件
の
も
と
で
、
ま
ず
、
将
来
の
港
湾
大
型

化
の
見
通
し
を
含
め
た
、
主
と
し
て
埋
め
立
て
に
よ
っ
て
港
湾
大
型
化

を
実
現
し
、
さ
ら
に
、
こ
の
埋
め
立
て
方
式
に
よ
っ
て
は
、
港
湾
を
掘

っ
て
え
ら
れ
た
土
が
そ
の
ま
ま
埋
め
立
て
地
に
使
用
さ
れ
、
工
業
用
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

造
成
の
安
価
さ
の
一
条
件
と
匁
っ
た
。

　
第
四
に
、
労
働
力
に
っ
い
て
。
労
働
力
で
は
、
低
賃
金
が
重
要
で
あ

る
が
、
目
本
重
化
学
工
業
の
展
開
過
程
と
の
関
連
で
い
え
ば
、
　
「
流
動

化
」
の
も
と
で
の
低
賃
金
が
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
の
「
流
動
化
」
の
現

実
化
の
た
め
に
労
働
力
の
確
保
の
諸
機
構
が
形
成
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

は
こ
の
指
摘
だ
け
に
１
と
ど
め
た
い
。

（
１
）
古
川
　
哲
「
目
本
型
イ
ソ
フ
レ
構
造
と
杜
会
危
機
」
、
岩
波
書
店
『
世

　
界
』
一
九
七
四
年
一
月
号
所
収
、
四
八
そ
四
九
ぺ
ー
ジ
。

（
２
）
前
掲
論
文
、
四
七
ぺ
ー
ジ
。

（
３
）
下
谷
政
弘
氏
は
、
装
置
体
系
の
発
展
過
程
を
、
石
油
化
学
工
業
を
例

　
に
と
り
、
「
装
置
」
↓
「
装
置
体
系
」
↓
「
結
合
装
置
体
系
Ｈ
コ
ソ
ピ

　
ナ
ー
ト
」
↓
「
コ
ソ
ピ
ナ
ー
ト
問
結
合
」
と
ま
と
め
て
い
る
。
「
コ
ソ

　
ビ
ナ
ー
ト
の
技
術
構
造
」
『
経
済
論
叢
』
第
一
〇
八
巻
六
号
、
一
九
七

　
　
一
年
、
所
収
、
七
八
～
八
九
ぺ
ー
ジ
。

（
４
）
山
地
健
吉
「
製
鉄
所
の
立
地
と
工
場
レ
イ
ア
ウ
ト
」
日
本
鉄
鋼
連
盟

　
『
鉄
鋼
界
』
一
九
六
六
年
八
月
号
所
収
、
二
一
～
二
二
、
三
三
ぺ
ー
ジ
。

（
５
）
　
コ
筒
度
成
長
」
の
破
綻
し
つ
つ
あ
る
現
局
面
に
お
い
て
、
プ
ラ
ソ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
一
（
七
七
五
）

●



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

　
　
輸
出
が
急
増
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
「
従
来
の
単
体
輸
出
か
ら
フ
ル
タ

　
　
ー
ソ
キ
ー
べ
－
ス
（
ブ
ラ
ソ
ト
の
組
み
立
て
・
据
え
付
げ
だ
げ
で
た
く
、

　
　
建
屋
、
道
路
の
建
設
か
ら
完
成
後
の
操
業
指
導
、
要
員
訓
練
ま
で
を
含

　
　
む
）
に
移
行
し
て
い
る
」
。
目
本
経
済
新
聞
「
ブ
ラ
ソ
ト
輸
出
促
進
へ

　
　
人
作
り
」
一
九
七
六
年
五
月
三
一
日
付
。
こ
れ
は
、
目
本
資
本
主
義
の

　
　
海
外
進
出
に
あ
た
っ
て
、
日
本
重
化
学
工
業
の
生
産
力
の
成
果
が
踏
襲

　
　
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
一
端
を
示
し
て
い
る
。

（
６
）
も
っ
と
も
、
埋
め
立
て
方
式
の
有
利
性
も
、
漁
業
権
侵
害
や
公
害
等

　
　
に
よ
る
「
杜
会
的
費
用
」
の
資
本
負
担
を
考
慮
し
な
い
場
合
で
あ
る
。

　
　
「
高
度
成
長
」
下
に
お
い
て
、
こ
の
資
本
負
担
が
回
避
さ
れ
て
き
た
と

　
　
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
た
お
ま
た
、
海
外
の
資
本
主
義
諸
国
と
の
対
比

　
　
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら
諾
国
が
国
内
ま
た
は
内
陸
地
産
出
の
原
燃
料
の

　
　
み
に
依
存
し
て
い
る
か
ぎ
り
、
臨
海
立
地
の
有
利
性
は
そ
れ
ほ
ど
で
も

　
　
た
い
と
い
え
る
。
し
か
し
、
た
と
え
ぽ
、
「
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
の
製
鉄
業
は
、

　
　
多
く
の
場
合
内
陸
地
の
鉄
鉱
石
、
石
炭
資
源
を
背
景
に
し
て
立
地
し
て

　
　
い
た
が
、
最
近
イ
ソ
ド
、
ア
フ
リ
カ
、
南
米
た
ど
の
高
品
位
で
安
い
鉱

　
　
石
の
利
用
が
可
能
と
な
っ
た
た
め
、
日
本
の
海
岸
製
鉄
所
が
理
想
的
な

　
　
立
地
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
」
山
本
正
雄
編
『
日
本
の

　
　
工
業
地
帯
・
第
二
版
』
岩
波
新
書
、
一
九
六
五
年
、
八
ぺ
ー
ジ
。
さ
ら

　
　
に
、
高
橋
亀
吉
『
戦
後
日
本
経
済
躍
進
の
根
本
要
因
』
目
本
経
済
新
聞

　
　
杜
、
一
九
七
五
年
、
「
第
二
章
」
参
照
。

（
７
）
　
こ
の
一
例
を
以
下
の
よ
う
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
「
こ
の
よ
う
た

　
輸
送
と
通
信
の
ス
ピ
ー
ド
・
ア
ヅ
プ
こ
そ
が
…
…
独
占
資
本
が
山
間
の

　
　
へ
き
地
に
い
た
る
ま
で
搾
取
す
べ
き
労
働
力
の
範
囲
を
拡
大
し
て
ゆ
く

　
基
礎
で
あ
る
」
戸
木
田
嘉
久
『
合
理
化
問
題
入
門
』
労
旬
新
書
、
一
九

ｏ 　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
二
（
七
七
六
）

六
六
年
、
九
ニ
ペ
ー
ジ
。
他
方
、
池
上
惇
『
現
代
目
本
資
本
主
義
の
基

本
構
造
』
「
第
二
部
」
参
照
。
氏
は
、
こ
こ
で
、
従
来
の
杜
会
資
本
を

媒
介
と
す
る
貧
困
化
論
の
到
達
点
を
ふ
ま
え
、
労
働
力
の
再
生
産
の
角

度
か
ら
「
流
動
化
」
を
論
じ
て
い
る
。

生
産
手
段
体
系
の
一
環
と
し
て
の
公
共
投
資

　
以
上
は
、
　
「
高
度
成
長
」
下
の
公
共
投
資
展
開
の
基
礎
を
そ
れ
な
り

に
明
ら
か
に
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
公
共
投
資
は
、
以
上

に
あ
げ
た
競
争
力
強
化
小
諾
契
機
の
う
ち
、
と
く
に
港
湾
整
備
や
用
地

造
成
を
担
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
公
共
投
資
の
基
礎
を
労
働
過
程
の

諸
契
機
と
関
連
さ
せ
別
々
に
考
察
し
て
き
た
が
、
こ
こ
で
、
そ
れ
ら
を

全
体
と
し
て
ま
と
め
っ
っ
公
共
投
資
の
位
置
付
げ
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
公
共
投
資
を
一
機
構
と
し
た
競
争
力
強
化
の
生
産
力
的
特
徴
は
、
目

本
重
化
学
工
業
の
生
産
手
段
体
系
の
展
開
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と

み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
こ
で
形
成
さ
れ
て
い
る
生
産
性
の
増
大
は
、

設
備
の
一
定
規
模
を
前
提
に
し
た
生
産
手
段
の
改
良
か
ら
生
み
出
さ
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
。
諸
設
備
の
継
続
的
大
型
化
と
そ
れ
ら
の
合
理
的

配
置
、
お
よ
び
結
合
、
二
冒
で
い
う
な
ら
ば
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
化
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

て
生
産
性
の
増
大
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
「
資
源
型
」
な

る
目
本
重
化
学
工
業
の
特
徴
を
、
そ
う
し
た
内
容
と
し
て
と
ら
え
る
こ



と
が
で
き
る
。

、
さ
て
、
公
共
投
資
を
そ
う
し
た
生
産
手
段
体
系
の
展
開
の
な
か
で
と

ら
え
た
場
合
に
間
題
と
な
る
の
は
、
公
共
投
資
の
も
う
一
つ
の
側
而
で

あ
る
市
場
間
題
と
の
関
連
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
、
道
路
整
備
を
と
り

あ
げ
簡
単
に
考
察
し
た
い
。

　
道
路
投
資
は
、
公
共
投
資
の
な
か
で
圧
倒
的
比
重
を
占
め
て
い
る
。

こ
れ
を
、
こ
れ
ま
で
考
察
し
て
き
た
生
産
手
段
の
側
面
か
ら
み
る
な
ら

ぱ
、
前
記
の
表
１
に
，
あ
ら
わ
れ
て
い
る
「
道
路
」
と
の
関
連
が
重
要
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
間
題
と
な
る
道
路
に
も
う
一
つ
の
側
面
が
あ

る
。
そ
れ
は
、
日
本
重
化
学
工
業
の
競
争
力
強
化
の
結
果
と
し
て
生
ず

る
量
産
体
制
に
対
応
し
て
、
そ
れ
を
市
場
形
成
の
面
か
ら
保
障
す
る
点

の
存
在
で
あ
る
。
た
と
え
ぼ
、
幹
線
道
路
の
彩
成
・
整
備
を
、
そ
れ
に

よ
る
新
た
な
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
形
成
と
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
問
結
合
、
困
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

市
場
の
形
成
・
拡
大
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
Ｌ
た
が
っ
て
、
公
共
投
資
を
、
生
産
手
段
体
系
の
展
開
と
市
場
形
成

と
の
二
側
面
か
ら
と
ら
え
る
必
要
が
あ
る
。
両
者
と
も
に
、
日
本
重
化

学
工
業
の
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
化
に
よ
っ
て
生
ま
れ
、
こ
の
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト

化
が
目
本
重
化
学
工
業
の
諸
部
門
問
に
ま
で
発
展
す
る
と
き
、
生
産
手

段
体
系
の
展
開
自
体
が
市
場
形
成
と
し
て
現
わ
れ
、
相
互
作
用
の
も
と

　
　
　
　
戦
後
日
本
資
本
主
義
の
生
産
力
構
造
と
公
共
投
資
（
東
郷
）

で
と
も
に
目
本
重
化
学
工
業
の
競
争
力
強
化
に
結
果
す
る
。
公
共
投
資

に
よ
る
国
内
市
場
形
成
は
、
目
本
重
化
学
工
業
の
生
産
力
展
開
の
新
た

た
一
局
面
を
意
味
す
る
と
い
え
る
。

　
「
高
度
成
長
」
下
の
公
共
投
資
を
以
上
の
よ
う
に
と
ら
え
た
場
合
、

公
共
投
資
政
策
の
財
政
の
諾
政
策
に
お
け
る
位
置
付
げ
も
ま
た
明
ら
か

で
あ
ろ
う
。
公
共
投
資
政
策
の
独
自
の
位
置
は
、
戦
後
日
本
資
本
主
義

の
生
産
力
の
新
た
な
段
階
が
画
さ
れ
る
と
き
の
な
か
に
こ
そ
存
在
し
て

い
る
と
い
え
る
。

　
　
（
１
）
坂
本
和
一
氏
は
、
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
を
「
工
場
結
合
体
」
と
挽
定
し
、

　
　
　
そ
れ
が
、
「
現
段
階
に
お
げ
る
巨
大
生
産
単
位
の
独
自
的
た
形
態
」
と

　
　
　
た
っ
て
い
る
こ
と
を
実
証
・
論
証
し
て
い
る
。
『
現
代
巨
大
企
業
の
生

　
　
　
産
過
程
』
有
斐
閣
、
一
九
七
四
年
、
一
三
三
～
二
一
西
ぺ
－
ジ
。

　
　
（
２
）
こ
の
場
合
、
市
場
彩
成
と
い
う
に
し
て
も
、
生
産
手
段
体
系
が
一
コ

　
　
　
ソ
ビ
ナ
ー
ト
外
に
ま
で
拡
大
さ
れ
る
際
に
現
わ
れ
る
公
共
投
資
の
役
割

　
　
　
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
方
、
こ
れ
と
は
ち
が
っ
た
彩
で
、
道
路
整

　
　
　
備
そ
れ
自
体
が
目
本
重
化
学
工
業
の
市
場
を
彩
成
す
る
。
道
路
は
、
一

　
　
　
方
で
、
「
加
工
」
系
列
、
と
く
に
自
動
車
産
業
の
需
要
者
（
運
輸
業
や

　
　
　
個
人
消
費
老
）
に
と
っ
て
の
消
費
過
程
の
一
機
構
で
あ
り
、
他
方
で
、

　
　
　
そ
の
建
設
自
体
が
多
大
な
鋼
材
や
セ
メ
ソ
ト
の
市
場
を
た
す
。

一
四
三
（
七
七
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

　
　
　
　
三
　
量
産
体
制
と
公
共
投
資
－
港
湾
投
資
を

　
　
　
　
　
　
例
と
し
て

　
以
上
で
は
、
公
共
投
資
を
目
本
重
化
学
工
業
の
競
争
力
強
化
と
の
関

連
で
と
ら
え
、
生
産
手
段
体
系
の
一
環
と
し
て
位
置
付
げ
た
。
以
下
で

は
、
こ
の
実
証
を
通
し
て
そ
の
「
関
連
」
の
特
質
、
と
く
に
、
そ
こ
に

お
け
る
公
共
投
資
の
独
自
な
役
割
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
考
察
し
た

い
。　

そ
の
際
、
港
湾
投
資
に
例
を
と
り
た
い
。
港
湾
投
資
は
、
す
で
に
み

　
）
成
％

構
　
・
額
朋
資
百
投
（
共公区地島水県山岡７表

比
０
０
一

９
７
一

７
１
一

６

７

９

６１■
４

６

２

９

１

０

９

６

２

成

３
・
３
・
２
・
２
・
２
一
１
・
〇
一
〇
一

０
１

３

１

構
年

６
９
計
９

５
６
６

１

４

６

７

９

０

３

２

９

２

３

６

０

７

１

１
～

６
５
０
８
２
６
１
７
９
７
７
４
８
１
０
４
６
０
３
３
１
３
０
７
６
１
１
０
３
１

５
３
合
９

１

計合
地
業
水
設
道
路
発
設
ム
路
道
業
力
理
園
箭
ら
水
谷
港
開
工
学
上
道
宅
住
ダ
街
下
交
電
土
都

１３３０３３年

１
１
－
　
　
０

９
７
成
－
作
』
り
み
よ
ゆあ
ｕ

　
１の↓

島
イ
火
６
レ
表

　
「
編
，
県
ジ

山
一
岡
ぺ）所出（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
四
（
七
七
八
）

た
よ
う
に
、
日
本
重
化
学
工
業
の
原
燃
料
の
搬
入
体
制
を
形
成
す
る
も

の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
先
の
「
関
連
」
の
特
質
の
具
体
的
内
容
を

典
型
的
に
と
ら
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
港
湾
投
資
量
を
問
題
と

す
る
な
ら
ぱ
、
そ
の
現
実
的
意
義
の
一
っ
は
、
コ
ソ
ピ
ナ
ー
ト
単
位
に

お
け
る
投
資
量
に
現
わ
れ
て
い
る
。
表
７
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
港

湾
投
資
は
工
業
用
地
造
成
を
含
み
、
そ
れ
は
、
三
八
バ
ー
セ
ソ
ト
で
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

一
位
の
比
重
を
占
め
て
い
る
。

　
以
下
、
港
湾
投
資
の
展
開
過
程
を
考
察
す
る
。

　
（
１
）
港
湾
投
資
に
は
、
工
業
用
地
造
成
が
含
ま
れ
て
い
る
。
「
臨
海
部
用

　
　
　
地
造
成
」
費
の
比
重
は
、
一
九
七
二
年
で
四
三
バ
ー
セ
ソ
ト
で
あ
る
。

　
　
　
運
輸
省
『
運
輸
白
書
』
一
九
七
三
年
版
、
四
九
三
べ
ー
ジ
、
第
二
〇
表

　
　
　
参
照
。
表
７
の
「
工
業
用
地
」
と
「
臨
海
部
用
地
」
と
が
一
致
す
る
と

　
　
　
み
た
場
合
、
狭
義
の
港
湾
投
資
は
、
二
ニ
バ
ー
セ
ソ
ト
に
な
る
こ
と
に

　
　
　
な
る
が
、
依
然
と
し
て
「
第
一
位
」
で
あ
る
。

　
　
Ｈ
港
湾
構
造
の
変
化
と
工
業
港
湾

　
石
油
化
学
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
の
場
合
、
そ
の
生
産
手
段
の
拡
大
を
具
体

的
に
ま
と
め
る
た
ら
ぽ
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
港
湾
に
よ
る
原
油
の
搬

入
↓
石
油
精
製
部
門
の
常
圧
蒸
留
装
置
に
よ
る
原
油
の
か
留
、
そ
れ
に

よ
る
軽
重
質
揮
発
油
・
灯
油
・
軽
油
・
重
油
の
生
産
↓
化
学
工
業
部
門



の
分
解
装
置
に
－
よ
る
重
質
捧
発
油
（
ナ
フ
サ
）
の
分
解
、
　
エ
チ
レ
ソ
・

プ
ロ
ピ
レ
ン
の
生
産
↓
各
種
の
反
応
装
置
に
よ
る
ポ
リ
ェ
チ
レ
ソ
、
ポ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

リ
プ
ロ
ピ
レ
ソ
等
の
生
産
。
各
部
門
の
装
置
間
お
よ
び
部
門
間
は
、
パ

イ
プ
で
結
合
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
日
本
重
化
学
工
業
の
競
争
力
強
化
に
呼
応
し
た
港
湾
構
造
変

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

化
の
中
心
を
な
す
も
の
は
、
ま
ず
、
岸
壁
（
埠
頭
）
建
設
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
工
業
港
湾
の
形
成
・
発
展
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
と
く
に
、

在所の湾港鋼鉄湾港油石
８表

　
　
山
　
　
　
津

釜
京
富
市
路
下
関
出

　
　
木
目
　
　
山

塩
東
伏
四
姫
歌
下
坂

　
　
　
　
　
　
和

戸
津
潟
浦
戸
磨
山
国
分

　
更
　
　
　
　
播

八
木
新
衣
神
東
福
岩
大

牧
葉
崎
屋
北
屋
島
部
州

小
　
　
　
古
泉
芦
　
　
　
九

苫
千
川
４
堺
包
水
宇
北

　
　
　
　
　
　
西

　
　
　
　
　
　
，
　
松

蘭
島
浜
水
阪
崎
　
下
山

　
　
　
　
　
　
ケ
　
　
山

室
鹿
横
清
大
尼
境
徳
松

名湾港

，
，
年
，
～
港
帆
　
に
査
造

ジ
ジ
６
５
版
ｕ
『
ぞ
　
部
調
製

一
一
”
年
５
明
れ
　
宇
房
晶

一
淳
搬
擦

　
５
５
　
　
　
出
「
』
石
和
確

許
黒
３
計
貯
鵬

欝
鷺
欺
嵩
票
鶉

）所出（

）注（

戦
後
日
本
資
本
主
義
の
生
産
力
構
造
と
公
共
投
資
（
東
郷
）

　
）

　
／
ｗ
移
”
推
位
型
単
船
（
均平

口
力

種船９表

年
６
４

１
９年

６
０

１
９年

５
６

１
９

３６７１１

６７００５

１８３０９

７０４０１

７５６７１

１４９８３

５２５０１

８２７９２

船
船
一

期
用
〃

定
専
タ

６６
１
９
上
』
表

報
３
月
第
査
「
調
・
ｒ
ジ

部
一
査
ｋ
調
９

行
２
・

銀
ｕ
業
ぴ
興
Ｎ
本
，
日
年
）所出（

石
油
・
鉄
鋼
港
湾
の
所
在
を
示
せ
ば

　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

表
８
の
ご
と
く
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、

表
９
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
タ
ソ

カ
ー
に
し
て
も
専
用
船
に
し
て
も
定

期
船
と
は
格
段
の
差
を
も
っ
た
船
型

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
工
業
港
湾
の
岸

壁
を
み
た
も
の
が
、
表
１
０
で
あ
る
。

当
然
な
が
ら
、
工
業
港
湾
の
岸
壁
水

深
は
、
一
般
港
湾
の
そ
れ
に
比
し
て

深
い
も
の
が
要
求
さ
れ
、
水
深
マ
ィ
ナ
ス
九
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
が

前
者
で
約
四
〇
バ
ー
セ
ソ
ト
を
占
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
後
者

で
は
約
八
パ
ー
セ
ソ
ト
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
以
上
が
、
港
湾
構
造
変

化
の
特
徴
で
あ
り
、
生
産
力
的
側
面
の
そ
れ
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
工
業
港
湾
は
、
さ
ら
に
、
そ
の
利
用
形
態
に
特
徴
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
工
業
港
湾
の
利
用
が
、
そ
こ
に
立
地
し
て
い
る
資
本
、
と

く
に
こ
こ
で
は
日
本
重
化
学
工
業
な
る
私
的
資
本
の
専
用
に
な
っ
て
い

る
点
で
あ
る
。
た
だ
し
、
工
業
港
の
埠
頭
利
用
か
ら
み
て
お
よ
そ
以
下

の
よ
う
な
類
型
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

「
専
用
埠
頭
利
用
の
臨
海
工
場
が
主
体
の
工
業
港
」
、
「
公
共
専
門
埠
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
五
（
七
七
九
）
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立
命
館
経
済
学
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１
↓
）
り
＾
）

４
）
７
）

（
ｏ
ｎ
ｏ
　
１
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１

ソ

－
一
』

７
’
）
７
）

２
）
４
、
ノ

「
Ｏ
Ｏ
Ｊ

２
　
６
　
４
　
９
Ｕ
８
　
　
　
　
　
１
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イ７
．
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１
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１
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一

フ

１
～
ｊ
９
）
２
）
７
　
１
　
１
　
７

０
リ
）
１
■
　
）
８
３
１
４

０
７

８
　
５
　
２
　
５

９
　
７
　
１
　
８

レ
ノ

４
．
一
■
１

１

ド

計
７
‘
）
１
↓
　
）
６
０
７
０

５
）
２
）
３
０
３
０

合
３
０
　
３
　
０
，
　
１
上
　
　
　
１
■
１
－
一
（
　
　
　
（

７
　
０
　
１
　
０
，
　
１
■
　
　
　
１
■
２
（
　
　
　
（

３

～

（
Ｏ
）
Ｏ
Ｕ
　
）

１
）
７
）

１
上
　
１
↓
　
４
　
ｎ
６

０

３
４
　
５
２
１
　
８
　
４
　
８
８
　
　
　
１
↓

）
む

９
‘

４
１

１

含

、
一
１
０

３
）
８
３
　
９
　
４

）
０
１

１
↓
）
（
０
）
８
　
４
　
３
　
８

を
一
■
０
０
Ｊ

７
．
一

８
　
　
　
２
，
（

（
０
Ｊ
　
１
上
　
１
１
，
（
　
　
　
（

橋
－
、
１
３

８
１

桟（
一
ｊ

８
）
４
）

（
０
　
）
Ｏ
）
　
）

７
　
０
　
７
　
ｏ
ｏ

８
ｏ
ｏ
　
８
　
４

０
７

７
　
５
　
６
　
（
ｏ

８
　
７
　
４
　
８

壁 ４．
一

，
（
　
　
，
（
７
‘
　
　
　
１
上

，
（
　
　
，
（
ｏ
０
　
　
　
１
↓

一
、
７
１

０
１

岸

計
７
１
）
　
　
１
　
）
２
　
（
）
　
７
　
０

８
）
２
）
７
　
０
　
７
　
０

９
　
０
　
４
　
０

’
ｏ
　
０
　
７
　
０

，
　
１
↓
　
　
，
　
１
■

，
　
１
■
　
　
，
　
１
■

合
４
（
２
（
５

３
（
１
（
３

３

１

長
　
数

長
　
数

常
ぶ

常
石

係
　
バ

係
　
バ

鋼
似

湾
倒

鉄・
湾

港

油

般

石
港

一

　
　
　
利
用
の
工
業
港
」
、

　
　
　
　
「
公
共
雑
貨
埠
頭

　
　
　
利
用
の
臨
海
工
業

　
　
　
　
（
４
）

　
　
　
地
帯
」
が
そ
れ
で

成
　
　
あ
る
。
こ
れ
ら
に

作りよ
　
　
　
お
け
る
私
的
資
本

ジペ
　
仙
の
投
資
と
公
共
投

７
０砧
　
ぱ
資
と
の
関
連
に
つ

醐
　
外

　
　
除
い
て
ふ
れ
る
な
ら

刀
　
　
は

報
　
設

件
　
施
ば
、
以
下
の
よ
う

　
　
理

計統
嫡
な
し
く
乏
な
っ

湾醗
　
伽
て
い
る
。
　
「
専
用

　
　
の

本
。
そ

日
Ａ
「
埠
頭
」
の
整
備
そ

年
　
ど

４
６
）
，
よ
れ
白
体
は
、
そ
の

省
一
関

灘
Ｂ
税
本
の
投
資
に
属
す

　
１
）
２
）

刑
）
　
る
が
、
こ
の
「
埠

出
注
（
（
　
頭
」
は
一
定
の
岸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
六
（
七
八
○
）

壁
水
深
や
航
路
水
深
等
な
く
し
て
は
意
味
を
な
さ
た
い
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
岸
壁
水
深
の
凌
漢
作
業
の
一
部
、
お
よ
び
航

路
凌
深
等
が
工
業
港
湾
お
よ
び
港
湾
投
資
対
象
を
な
し
て
い
る
。
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

「
専
用
埠
頭
利
用
」
が
主
な
形
態
で
あ
る
が
、
　
「
公
共
専
門
埠
頭
」
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

は
、
私
的
資
本
の
投
資
と
公
共
投
資
と
が
直
接
的
関
連
を
な
し
て
い
る
。

　
　
（
１
）
平
川
芳
彦
『
石
油
化
学
の
実
際
知
識
』
東
洋
経
済
新
報
杜
、
一
九
七

　
　
　
　
二
年
、
二
六
～
三
一
べ
ー
ジ
。

　
　
（
２
）
柴
田
悦
子
『
港
湾
経
済
』
成
山
堂
書
店
、
一
九
七
二
年
、
二
一
七
ぺ

　
　
　
　
ー
ジ
。

　
　
（
３
）
こ
こ
で
は
、
当
然
、
工
業
港
湾
の
一
典
型
と
し
て
「
石
油
．
鉄
鋼
港

　
　
　
湾
」
を
と
り
出
し
て
い
る
。
実
際
に
は
、
工
業
港
湾
の
名
が
示
し
て
い

　
　
　
　
る
よ
う
に
、
石
炭
港
湾
や
木
材
港
湾
等
も
存
在
し
て
い
る
。
ま
た
、
工

　
　
　
業
港
湾
が
、
二
般
港
湾
」
と
地
理
的
に
離
れ
て
存
在
し
て
い
る
わ
け

　
　
　
　
で
は
た
く
、
両
者
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
混
在
し
、
埠
頭
で
区
別
さ
れ

　
　
　
　
て
い
る
。

　
　
（
４
）
今
野
修
平
・
永
野
為
紀
「
工
業
港
に
お
げ
る
埠
頭
利
用
の
間
題
点
」
、

　
　
　
　
日
本
港
湾
経
済
学
会
編
『
港
湾
経
済
研
究
』
九
号
、
一
九
七
一
年
、
所

　
　
　
　
収
、
二
六
八
～
二
六
九
ぺ
－
ジ
。

　
　
（
５
）
運
輸
省
港
湾
局
聞
き
取
り
。

　
　
（
６
）
　
こ
の
具
体
例
に
は
、
以
下
の
よ
う
た
も
の
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
港
湾

　
　
　
　
管
理
者
が
五
〇
バ
ー
セ
ソ
ト
以
上
の
株
式
所
有
者
で
あ
る
「
東
京
鉄
鋼

　
　
　
　
埠
頭
は
取
扱
量
の
約
九
〇
バ
ー
セ
ソ
ト
が
、
ま
た
大
阪
・
名
古
屋
の
各

　
　
　
　
鉄
鋼
専
門
埠
頭
は
約
七
〇
～
八
○
バ
ー
セ
ソ
ト
が
新
目
鉄
の
鋼
材
で
占



　
　
　
め
ら
れ
」
て
い
る
。
山
村
学
「
財
務
諾
表
か
ら
み
た
鉄
鋼
専
門
埠
頭
」

　
　
　
目
本
港
湾
経
済
学
会
編
『
港
湾
経
済
研
究
』
一
一
号
、
一
九
七
三
年
、

　
　
　
所
収
、
二
五
一
ぺ
ー
ジ
。

　
　
○
港
湾
投
資
の
歴
史
的
展
開
と
量
産
体
制

　
ま
ず
、
表
ｕ
、
お
よ
び
、
表
１
２
に
、
も
と
づ
い
て
、
港
湾
投
資
の
時
期

的
特
徴
を
み
て
お
き
た
い
。
港
湾
投
資
が
、
戦
後
の
停
滞
を
脱
し
て
急

上
昇
を
遂
げ
て
ゆ
く
の
は
一
九
五
六
年
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
九

五
九
年
ま
で
は
比
較
的
ゆ
る
や
か
た
上
昇
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
絶
対
額

で
も
対
前
年
増
加
率
で
も
わ
か
る
。
だ
が
、
一
九
六
〇
年
以
降
、
ま
さ

に
急
上
昇
に
転
ず
る
。
こ
の
年
の
対
前
年
増
加
率
は
、
五
〇
パ
ー
セ
ン

ト
近
く
で
あ
り
、
一
九
六
一
年
に
い
た
っ
て
は
一
〇
〇
バ
ー
セ
ソ
ト
を

）

増
劣

１
ｎ
６

年
（

７
２
５
７
２
１
０
３
４
７
１
７
０
５

２
（
ｏ

前
率

２
ｏ
ｏ

２
６
４
７
１
４
３
１
０
１
４
几
比
蛆
狐
払
皿
肌
岨

１

対
加

■

・

１
円億

ぷ
瓢
蜘
沈
鴛
斯
独
膿
狐

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

１
１
１
１
１
１
２
２
２
３
４

１
年

螂
鴛
鴛
鳩
鴛
鴛
狐
蝋
鴛

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

越
え
て
い
る
。
一
九
六
三
年
の
増
加
率
低
落
は
、
た
し
か
に
港
湾
投
資

の
か
か
え
た
矛
盾
の
存
在
を
示
し
て
い
る
が
、
一
九
六
四
年
で
ま
た
も

や
上
昇
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
港
湾
投
資
の
矛
盾
が
一
九

六
六
年
ま
で
引
き
の
ぼ
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
一
九
六
六
年

で
増
加
率
は
、
マ
イ
ナ
ス
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
六

九
年
、
一
九
七
〇
年
で
増
加
率
が
に
ぶ
る
と
は
い
え
、
一
九
七
二
年
ま

で
対
前
年
増
加
率
は
、
一
〇
パ
ー
セ
ソ
ト
か
ら
三
〇
バ
ー
セ
ン
ト
を
示

し
て
お
り
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。
「
五
か
年
計
画
」
（
産
業
港
湾
）
で

も
ほ
ぼ
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
が
、
こ
こ
で
は
、
一
九
六
五
年
に
対
前

年
増
加
率
が
マ
イ
ナ
ス
に
急
落
し
て
い
る
点
、
ま
た
、
一
九
六
五
年
を

境
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
増
加
率
が
一
〇
パ
ー
セ
ソ
ト
台
で
あ
っ
た
も

の
が
、
一
九
六
六
年
以
降
の
増
加
率
は
二
〇
バ
ー
セ
ソ
ト
か
ら
四
〇
バ

移推資投湾港ｕ表

戦
後
日
本
資
本
主
義
の
生
産
力
構
造
と
公
共
投
資
（
東
郷
）

行
企
山
年
査
　
　
の

版
房
績
３
８
調
　
　
降

年
官
実
和
識
　
以
。

４
９
臣
資
昭
実
　
　
年
い

和
大
投
『
等
　
　
５
８
な

昭
治
政
課
資
　
　
１
９
い

ｒ
自
行
興
投
。
と
て

会
　
年
振
政
成
額
し

協
ム
４
５
局
行
作
の
続

務
績
和
政
別
り
で
連

財
実
昭
行
奥
よ
ま
は

方
資
『
省
府
』
年
と

地
投
室
治
道
告
５
７
れ

　
政
画
自
都
報
１
９
そ

）
所
　
　
　
　
　
　
　
）

出
　
　
　
　
　
　
注

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

ー
セ
ソ
ト
台
に
変
化
し
て
い
る
点
が
わ
か
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
港
湾
投
資
の
推
移
を
、
ま
ず
、
一

九
六
五
年
を
境
と
し
て
前
期
と
後
期
と
に
分
け
て
考

察
し
て
ゆ
き
た
い
。
さ
ら
に
、
前
期
を
一
九
五
九
年

以
前
の
第
一
期
と
そ
れ
以
後
の
第
二
期
と
に
小
別
す

る
こ
と
に
す
る
。

　
さ
て
、
前
期
第
一
期
に
お
げ
る
工
業
港
湾
（
石
油
・

　
　
　
　
一
四
七
（
七
八
一
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

移推画計年か五備整湾港
１
２表

）円億

●
　
●

位単（次一第

一
四
八
（
七
八
二
）

率
）
捗
％
進
（

９
　
４
　
４
　
０
　
　
　
６
凧
払
航
肌
　
凧

６
７
８
４
３
２
３
２
７
）
１
９
一
０
７
５
１
１
２
Ｇ
　
　
　
１

６
３
１
９

１
５
９
３
０
５
９
９
０
）
１
８
一
０
２
５
１
１
１
Ｇ
　
　
　
１

６
２
１
９

１
２
２
７
８
８
８
１
５
）
１
６
一
５
５
４
１
　
　
１
Ｇ

６
１
１
９

４
５
０
１
７
６
５
６
　
１
２
一
４
７
３
　
１
１
一
　
　
　
１
↓

画
計
初
当

度
年

　
湾
湾
湾
　
費
目
濠
一
基
　
　
　
　
　
　
機

次二第

４
７
５
３
５
５
５
５
　
６
６
５
５
一
３
６

６
７
１
９

６
６
１
９

８
５
５
５
０
４
５
１
４
）
４
０
２
０
一
１
５
２
２
８
２
３
１
Ｇ
　
　
　
　
１
１

６
５
１
９

６
５
ｕ
６
４
３
２
の
３
８
２
０
一
０
０
１
０
７
　
２
　
２
　
１
　
４
　
　
　
　
　
　
　
１
　
１
　
　
　
　
一
　
　
　
　
（

画
計
初
当

０
０
１
３
５
６
４
２
　
８
１
０
８
５
０
５
０
０
０
｛
ｊ
バ
８
　
１
１
５
６
川
５
　
１
　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
↓

度
年

　
湾
湾
湾
　
港
他
目
業
　
　
　
　
）
箏
箏
柱
躰
外
内
産
（
航
そ
調
地
雛

次三第 率
）

４
８
５
１
５
４
７
４
　
５
４
４
７
一
４
７

捗
％
進
（

０
７

螂
剛
脳
鵬
閉
・
。
鶉

’

～
１
９

８
６

，
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
，
４
　
１
１
　
１
１
　
１
１

９
１

剛
醐
蝸
螂
仰
３
．
ｕ
慕

一

０
７

（

９
１

９
６
９

蜥
螂
搬
犯
刎
如
竺
刎
醐

（

１

８
２
９
４
６
４
５
９
５
）
３
７
１
５
一
１
３
５
ー
ユ
３
３
２
“
　
　
　
１
１

－

８
６

９
１

１

画計

ｍ
ｍ
醐
伽
犯
舶
蜘
ｍ
ｍ
一

初

，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
９
　
３
　
２
　
１
　
　
　
　
　
　
　
１
　
１
　
１

当
度

湾
湾
湾
　
港
他
目
業

年

）

、レ

一

ート皿イ皿「ジペ
８
８２版年

６
８”」表↓

腕
Ｄ
作
イ
り
皿
よ
「
」・表

ジ
７一
ト

ペ
皿

３
２
一
（

３
皿，「

版
，
年
ジ

６
５
一

１
９
ぺ

』
７
３

書
２

驚

『
９
７

省
－
輸
上
運
表）所出（



岸船係の湾港鋼鉄乱７石るげおに期第期
一
削１

３表
）％は）（

叫位単（

～
５

９
・

一

　
５
～
９
・

〇
一

４
・

０

４
．

～十

…
百

合

１５９２１

）９（

９６４１

）４（

６３０１３

）２２（

４３０９１

）７４（

１８０００！

）９６（

６５６９１

）９４（

８６０４
１
４Ａ

）００１（

９５１０４Ｂ

）００１（
版
　
　
　
　
松

年
　
　
　
　
下

９
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

５
１
９
　
　
　
海
山

』
　
　
涌
徳

覧
　
　
　
．
．

要
　
　
　
倉
津

計
　
　
　
小
下

統
　
　
　
．
．

済
。
　
戸
山

経
成
　
神
歌
　
　
。

輸
作
　
　
・
和
　
じ

運
，
　
阪
・
　
同

『
用
度
大
崎
　
　
に

部
借
年
・
尼
　
８

理
表
５
９
市
・
　
表

管
」
１
９
日
畑
　
は

報
設
－
四
広
　
方

情
施
Ｂ
・
・
　
仕

房
湾
，
浜
葉
　
の

官
港
度
横
千
山
出

臣
「
年
・
・
松
検

大
版
５
８
崎
蘭
．
湾

省
年
１
９
川
室
国
港

輸
６
０
：
：
：
岩
象

運
１
９
Ａ
Ａ
Ｂ
　
対

所
　
　
）

出
　
　
注

（
　
　
　
　
（

鉄
鋼
港
湾
）
の
生
産

力
段
階
を
み
た
も
の

が
、
表
１
３
で
あ
る
。

水
深
マ
イ
ナ
ス
九
．

五
メ
ー
ト
ル
未
満
の

も
の
が
、
九
〇
数
パ

ー
セ
ソ
ト
を
占
め
て

お
り
、
未
だ
低
水

準
の
も
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
タ
ソ
カ

ー
、
専
用
船
に
お
い

て
は
、
す
で
に
そ
の

大
型
化
が
開
始
さ
れ

て
お
り
・
前
出
の
表
９
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
平
均
船
型
が
前
者
で
四

万
／
ｗ
・
薯
で
二
万
／
ｗ
近
く
に
ま
で
な
一
て
き
て
い
る
一
い
ず
れ
圭

　
Ｄ
　
　
　
　
　
　
　
Ｄ

九
六
〇
年
）
。
そ
し
て
、
表
１
４
か
ら
、
両
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
ブ
ィ
ナ
ス

一
一
．
五
メ
ー
ト
ル
、
　
一
〇
・
○
メ
ー
ト
ル
以
上
の
水
深
を
も
つ
係
船

岸
を
必
要
と
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
「
低
水
準
」
な
工
業
港
湾
と
タ
ソ
カ
ー
、
専
用
船
の
大
型
化
の
開
始

　
　
　
　
戦
後
目
本
資
本
主
義
の
生
産
力
構
造
と
公
共
投
資
（
東
郷
）

　
　
）

　
　
ｍ

　
　
／
Ｔ

る
係
叩

げ
関
位

お
の
単

に
深
（

船
水
用
ス
専
一・
バ
一
と

カ
数

ソ
　
ソ
タ
ト

ー
４表

０

０

Ｏ

０

０

Ｏ

０

搬
二
二
二
６１ｉ

数
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ソ
川
０
・
“
“
川
“
ト
ー
０
１
５
２
５
４
０
５
０
８
０

ＯＯＯＯ１

、

専

用

船

０
０
０
５
０
５
０
０
５
０
０

寸
“
丁
｝

、

タ

ソ

カ

－

ぺ
８
１２年

７
０

１
９杜学科

民
氏
国
作

』
沽
り

学
よ工

湾
５
」

港
．
『
４
史
表
雅
「

宝
　
，
久
ジ）所出（

と
の
関
係
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
鉄
鋼
港
湾
で
み
よ
う
。

ま
ず
、
表
１
５
に
。
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
「
専
用
船
輸
送
比

率
」
は
・
い
ま
だ
二
六
パ
ー
セ
ソ
ト
で
あ
る
（
一
九
六
〇
年
）
。
さ
ら
に
・
、

一
例
を
住
友
金
属
小
倉
製
鉄
所
に
と
り
た
い
。
一
九
五
九
年
ご
ろ
は
、

以
下
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
。
　
「
輸
入
鉄
鉱
石
に
１
つ
い
て
は
、
古
く

か
ら
鉱
石
処
理
設
備
の
あ
る
砂
津
港
を
利
用
し
て
い
た
が
、
同
港
岸
壁

の
接
岸
能
力
に
限
界
が
あ
り
、
本
船
積
み
荷
の
半
分
以
上
を
門
司
港
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
九
（
七
八
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

　
　
刎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
氏
は
し
げ
瀬
取
り
し
て
運
搬
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
作

　
　
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
り
残
り
は
砂
津
港
に
お
げ
る
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
よ

派
　
　
　
　
８
切
り
整
餐
索
道
に
よ
一

箪
繍
一
”
一
”
皇
一
て
貯
鉱
槽
に
送
ら
も
、

鯛
蝉
　
　
　
箪
し
た
が
つ
て
、
こ
の
時
期
牢

石
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
３
５
ぺ
専
用
船
と
工
業
港
湾
と
の
問

鉱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
４

鉄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
劃
仏
を
「
は
し
げ
」
で
っ
な
ぐ
形

鰍
　
　
　
鰐
態
帖
配
的
で
あ
つ
た
と
い

１
５
　
　
　
　
　
　
省
”
え
る
。
１

表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輸
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
運
表
　
　
工
業
港
湾
の
こ
う
し
た
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蜥
　
　
況
の
も
と
で
、
こ
の
時
期
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
新
規
事
業
と
し
て
の
石
油

　
　
　
　
　
　
（
３
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

化
学
工
業
の
展
開
」
、
お
よ
び
、
「
鉄
鋼
一
貫
工
場
の
建
設
」
が
進
め
ら

れ
、
前
期
第
二
期
に
進
ん
で
行
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
前
期
第
二
期
の

結
果
を
み
た
も
の
が
、
表
１
６
で
あ
る
。
水
深
マ
イ
ナ
ス
九
・
○
メ
ー
ト

ル
以
上
の
も
の
が
、
岸
壁
で
三
六
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
桟
橋
・
ド
ル
フ

ィ
ン
．
他
で
五
七
・
四
バ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
今
目
の

水
準
に
近
い
形
で
工
業
港
湾
が
形
成
さ
れ
て
き
て
い
る
と
み
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。
再
び
、
資
料
の
関
係
か
ら
、
鉄
鋼
港
湾
に
例
を
と
り
た
い
。

、
Ａ

４
５
７
７
５
３

／
，
Ｂ

６
７
一
－
３
・

２
４
５
８
．
５
．
８
・

一
ｂ
６
（
ｏ

一
　
－
一
量寸
鷲
蟻
鳩

１
用

、
専
１量蜘
総
蟻
黙

１
量

６

９

５

８

６

３
４
４
’
ｏ

８

入
０
，

２
，

Ｑ
リ
ー
・
一

輸

４
，

２
，

２
，

５

２

０
，

１

６

１

１
２
２
２
３
９
３

１
年

０

１

２

３

４

５

６
６
６
６
６
６
９
９
９
９
９
９

１
↓
１
１
↓
１
↓
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
〇
（
七
八
四
）

新
日
本
製
鉄
広
畑
製
鉄
所
の
例
。
「
二
八
（
一
九
五
三
）
～
二
九
（
一
九
五

四
）
年
こ
ろ
ま
で
は
・
…
－
港
内
で
艀
ど
り
す
る
作
業
が
非
常
に
多
か
っ

た
」
が
「
専
用
船
化
と
ク
レ
ー
ソ
の
能
カ
ア
ツ
プ
、
船
内
作
業
の
機
械

化
等
に
よ
っ
て
艀
ど
り
作
業
も
少
な
く
た
り
、
四
二
（
一
九
六
七
）
年
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

岸船係の湾港鋼鉄油石るげおに期二第期前
１
６表

）劣は）（
，

ｍ

■
　
●

位単（

場揚物ソイフ
レノド橋桟

～
０

９
一

－

　
０
～
９
・

〇
一

４
一

計合

壁

～
０

９
一

一

　
９
～
０
・

〇
一

４
一

岸
計

合

４
）
　
　
一
　
浦

２
５
５
７
　
ぺ
　
衣

　
（
　
　
２

１
↓
　
　
　
　
　
２
　
　
　
　
，
　
ｏ

　
　
　
１
　
　
山
る

　
　
　
８
一
　
畠
あ

９
）
　
ｕ
　
木
で

９
２
４
３
版
　
伏
の

　
（
　
年
　
　
，
も

　
　
　
６
７
　
　
潟
た

　
　
　
１
９
　
新
え

　
　
　
　
　
　
口

　
　
　
』
　
　
　
　
，
↓
刀

　
　
　
覧
　
　
島
を

８
３
０
）
要
　
鹿
分

１
０
　
計
　
　
，
大

２
Ｇ
統
　
牧
，

　
　
　
済
　
　
小
出

　
　
　
経
　
苫
坂
。

　
　
　
輸
　
　
一
　
，
じ

　
　
　
運
。
堺
山
同

９
）
『
成
，
福
に

５
３
３
６
部
作
屋
，
８

一
〕
欝
蟻

｝
臨
鷲
翫

、
簾
誰

　
　
　
輸
，
象
路
象
６
７

１
８
の
運
ジ
対
姫
対
１
９

○
リ
　
（
）

　
１
　
　
）

７
０
（
所
　
）

１
　
　
　
出
　
注

　
　
（
　
　
　
　
（

は
皆
無
と
な
っ
た
」
。

　
さ
て
、
問
題
は
、
ほ
ぼ
確

立
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
こ
の

時
期
の
工
業
港
湾
は
第
一
期

ま
で
の
工
業
港
湾
と
は
違
っ

た
ど
の
よ
う
な
特
質
を
も
っ

て
い
る
の
か
と
い
う
点
で
あ

る
。
そ
れ
は
以
下
の
例
に
現

わ
れ
て
い
る
。

　
先
の
広
畑
製
鉄
所
の
例
。

「
創
業
当
時
、
鉄
鉱
石
の
破

砕
筋
分
げ
作
業
は
ほ
と
ん
ど

未
処
理
に
近
い
状
態
で
…
…

高
炉
に
装
入
し
て
い
た
」
。

が
、
　
「
第
二
次
合
理
化
計
画



に
よ
っ
て
…
…
製
銑
ヤ
ー
ド
ヘ
の
搬
入
は
貨
車
か
ら
コ
ソ
ベ
ア
ー
に
変

わ
り
、
三
九
（
一
九
六
四
）
年
一
一
月
処
理
工
場
の
能
カ
を
増
強
し
て
破

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

砕
飾
分
け
を
行
な
い
…
…
高
炉
の
生
産
性
向
上
の
原
動
力
と
な
っ
た
。
」

　
「
破
砕
箭
分
け
」
（
原
料
加
工
）
作
業
の
独
立
化
の
直
接
の
契
機
は
、

岸
壁
着
岸
専
用
船
か
ら
処
理
工
場
へ
の
原
料
輸
送
方
式
の
「
コ
ソ
ベ
ア

ー
」
（
機
械
）
化
で
あ
る
が
、
こ
の
「
機
械
化
」
が
原
料
の
大
量
輸
送
と

工
業
港
湾
大
型
化
の
結
果
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
工
業
港
湾

大
型
化
が
、
鉄
鋼
専
用
埠
頭
上
に
加
工
部
門
を
形
成
し
装
置
の
生
産
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

の
増
大
を
生
み
だ
し
た
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
生
産
性
の
増
大

一
般
と
は
ち
が
っ
た
量
産
体
制
の
内
容
を
以
上
の
よ
う
な
も
の
と
し
て

と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
の
前
期
ま
で
に
お
い
て
、
今
目
の
工
業
港
湾
の
特

質
が
確
立
さ
れ
、
工
業
港
湾
投
資
に
よ
る
目
本
重
化
学
工
業
の
生
産
力

拡
大
と
い
う
工
業
港
湾
の
独
自
の
反
作
用
、
ま
た
は
、
公
共
投
資
に
よ

る
「
生
産
の
見
通
し
」
の
基
盤
が
形
成
さ
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。　

こ
う
し
た
工
業
港
湾
投
資
の
特
質
は
、
後
期
に
ど
の
よ
う
に
現
わ
れ

て
い
る
か
。

　
第
一
に
、
工
業
港
湾
投
資
に
つ
い
て
で
あ
る
。
前
出
の
表
１
２
の
産
業

　
　
　
　
戦
後
日
本
資
本
主
義
の
生
産
力
構
造
と
公
共
投
資
（
東
郷
）

港
湾
の
推
移
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
ー
、
後
期
の
対
前
年
増
加
率
は
、
前
期

の
一
〇
バ
ー
セ
ソ
ト
台
か
ら
二
〇
バ
ー
セ
ン
ト
、
さ
ら
に
は
、
四
〇
バ

ー
セ
ソ
ト
台
に
ま
で
急
上
昇
し
て
き
て
い
る
。
こ
れ
と
呼
応
す
る
形
で
、

こ
の
時
期
、
石
油
化
学
工
業
に
お
い
て
は
、
　
「
エ
チ
レ
ソ
大
型
化
－
年

　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

産
三
〇
万
ト
ソ
体
制
」
へ
の
進
展
が
あ
り
、
鉄
鋼
業
に
お
い
て
も
、
さ

き
の
「
新
し
い
立
地
に
ょ
る
新
製
鉄
所
建
設
」
の
「
最
終
規
模
は
い
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

れ
も
…
…
年
問
製
鋼
能
力
一
、
○
○
○
～
一
、
二
〇
〇
万
ト
ソ
」
が
め

　
　
　
　
　
（
１
０
）

ざ
さ
れ
て
い
る
。

　
第
二
に
、
こ
の
よ
う
な
工
業
港
湾
投
資
と
一
九
六
五
年
恐
慌
と
の
関

係
で
あ
る
。
日
本
重
化
学
工
業
は
、
こ
の
時
期
に
ほ
ぽ
彩
成
さ
れ
て
い

た
公
共
投
資
に
よ
る
「
生
産
の
見
通
し
」
を
基
礎
に
し
て
、
よ
り
大
規

模
な
生
産
性
の
追
求
を
公
共
投
資
を
挺
子
と
し
て
展
開
し
、
後
期
に
お

げ
る
再
度
の
「
高
度
成
長
」
を
遂
げ
て
い
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る

　
　
　
（
ｎ
）

で
あ
ろ
う
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
後
期
に
お
い
て
、
日
本
資
本
主
義
の
貿
易
収

支
は
、
継
続
的
な
黒
字
に
転
化
し
て
い
る
。

（
１
）
住
友
金
属
工
業
株
式
会
杜
杜
史
編
集
委
員
会
『
住
友
金
属
工
業
最
近

　
十
年
史
』
一
九
六
七
年
、
六
五
べ
ー
ジ
。

（
２
）
　
「
は
し
げ
」
で
っ
な
ぐ
彩
態
は
、
当
時
、
一
般
的
で
あ
っ
た
と
い
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
一
（
七
八
五
）



６

　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

　
　
る
。
「
昭
和
二
〇
年
代
後
半
～
三
〇
年
代
前
半
ま
で
」
の
「
鉄
鋼
埠
頭

　
利
用
の
実
態
は
、
接
岸
し
て
も
艀
取
り
数
量
の
方
が
上
ま
わ
っ
て
お

　
　
り
、
あ
ま
り
効
率
的
な
利
用
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
」
山
村
学
、

　
前
掲
論
文
、
二
三
六
ぺ
ー
ジ
。

（
３
）
渡
辺
徳
二
『
石
油
化
学
工
業
・
第
二
版
』
岩
波
新
書
、
一
九
七
二

　
年
、
一
一
四
べ
ー
ジ
。

（
４
）
市
川
弘
勝
『
日
本
鉄
鋼
業
の
再
編
成
・
増
補
版
』
新
評
論
、
一
九
七

　
　
四
年
、
二
一
三
べ
ー
ジ
。

（
５
）
広
畑
製
鉄
所
『
広
畑
製
鉄
所
三
十
年
史
』
一
九
七
〇
年
、
六
三
四
こ

　
　
六
三
五
ぺ
ー
ジ
。

（
６
）
前
掲
書
、
六
五
四
べ
ー
ジ
。

（
７
）
鉄
鋼
埠
頭
の
こ
の
「
流
通
」
か
ら
「
加
工
」
へ
の
転
化
が
一
般
的
で

　
　
あ
る
こ
と
が
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
昭
和
三
〇
年
代

　
　
の
後
半
（
一
九
六
〇
年
ご
ろ
）
か
ら
は
…
…
鉄
鋼
埠
頭
も
、
メ
ー
カ
ー

　
　
を
中
心
と
し
た
物
流
経
費
節
減
の
た
め
の
一
貫
的
な
合
理
化
過
程
の
中

　
　
で
、
そ
の
一
翼
を
に
な
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
今
日
で
は
需
要
の
多

　
　
様
化
に
対
応
し
得
る
、
よ
り
効
率
的
な
流
通
拠
点
と
し
て
の
機
能
」
、

　
　
す
た
わ
ち
「
簡
単
な
加
工
ま
で
も
含
め
た
鉄
鋼
流
通
（
加
工
）
基
地
」

　
　
と
し
て
の
機
能
を
も
つ
に
至
っ
て
い
る
。
山
村
学
、
前
掲
論
文
、
二
一
二

　
　
七
べ
－
ジ
。
資
料
の
関
係
か
ら
、
鉄
鋼
港
湾
に
つ
い
て
述
べ
て
き
て
い

　
　
る
が
、
石
油
港
湾
に
つ
い
て
の
同
様
の
一
例
は
、
石
油
精
製
業
の
Ｃ
Ｔ

　
　
Ｓ
（
石
油
基
地
）
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
Ｃ
Ｔ
Ｓ
計
画
の
実
施
…

　
　
…
に
よ
っ
て
、
現
製
油
所
に
お
け
る
原
油
貯
蔵
能
力
を
増
強
す
る
こ
と

　
　
な
く
…
…
処
理
能
力
を
増
強
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
」
目
本
経
済

　
　
調
査
協
議
会
編
『
目
本
の
産
業
再
編
成
』
至
誠
掌
　
一
九
六
七
年
、
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
二
（
七
八
六
）

　
　
四
三
べ
ー
ジ
。
こ
れ
が
「
石
油
配
分
基
地
」
と
し
て
「
臨
海
工
業
地
帯

　
開
発
計
画
（
試
案
）
」
に
も
と
づ
い
て
実
施
さ
れ
て
き
た
の
は
、
　
一
九

　
　
六
二
年
ご
ろ
か
ら
で
あ
る
。
交
通
協
力
会
『
交
通
年
鑑
』
一
九
六
四
年

　
版
、
四
九
六
べ
ー
ジ
、
四
九
八
べ
ー
ジ
・
「
表
一
一
」
参
照
。

（
８
）
渡
辺
徳
二
、
前
掲
書
、
二
二
ニ
ペ
ー
シ
。

（
９
）
市
川
弘
勝
、
前
掲
書
、
一
二
九
ぺ
ー
ジ
。

（
１
０
）
華
山
謙
氏
は
、
地
域
開
発
の
論
理
に
お
げ
る
原
燃
料
の
輸
送
コ
ス
ト

　
低
下
間
題
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
が
ら
、
以
下
の
よ
う
な
事
実
認
識
を

　
示
し
て
い
る
。
「
少
な
く
と
も
鹿
島
以
後
の
開
発
は
、
原
油
の
輸
送
コ

　
　
ス
ト
低
下
の
努
力
を
無
に
し
な
い
と
い
う
観
点
の
方
が
強
か
っ
た
。
製

　
　
鉄
の
場
合
も
、
石
油
の
場
合
と
ほ
ぽ
同
様
で
あ
っ
て
、
鉄
鉱
石
専
用
船

　
　
の
大
型
化
が
大
規
模
製
鉄
所
を
要
求
し
た
」
日
本
経
済
新
聞
「
地
域
開

　
　
発
の
新
し
い
ビ
ジ
ョ
ソ
」
一
九
七
五
年
二
月
四
日
付
。

（
ｕ
）
　
い
わ
ゆ
る
、
赤
字
公
債
発
行
を
契
機
と
す
る
「
財
政
支
出
主
導
型
」

　
　
へ
の
変
化
、
ま
た
は
、
「
公
共
投
資
バ
タ
ー
ソ
の
変
化
」
で
あ
る
。
林

　
　
栄
夫
・
紫
田
徳
衛
・
高
橋
誠
・
宮
本
憲
一
編
『
現
代
財
政
学
体
系
２
』

　
　
有
斐
閣
、
一
九
七
二
年
、
「
第
四
章
」
参
照
。
た
し
か
に
「
変
化
」
で

　
　
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
「
生
産
基
盤
傾
斜
型
公
共
投
資
」
の
「
こ
ま

　
　
ぎ
れ
的
…
・
：
追
随
」
か
ら
「
民
問
資
本
べ
ー
ス
に
の
せ
ら
れ
つ
つ
あ
る

　
　
杜
会
資
本
整
備
の
補
完
物
」
と
し
て
の
公
共
投
資
へ
の
変
化
が
い
か
た

　
　
る
意
味
を
も
つ
の
か
、
と
り
わ
け
、
そ
の
も
と
で
再
度
の
「
蔚
度
成

　
　
長
」
が
遂
げ
ら
れ
て
い
っ
た
の
は
な
ぜ
た
の
か
不
明
で
あ
る
。



四
　
小
括
と
展
望

　
以
上
、
本
稿
で
は
、
公
共
投
資
の
、
戦
後
目
本
資
本
主
義
の
「
高
度

成
長
」
に
特
有
な
基
本
的
役
割
を
目
本
重
化
学
工
業
の
生
産
手
段
体
系

の
展
開
の
な
か
で
と
ら
え
つ
つ
、
よ
り
具
体
的
に
は
、
公
共
投
資
に
よ

る
「
生
産
の
見
通
し
」
と
し
て
と
ら
え
た
。
こ
の
「
生
産
の
見
通
し
」

は
、
企
業
内
で
の
生
産
の
組
織
性
が
公
共
投
資
を
契
機
と
し
て
杜
会
的

に
拡
大
さ
れ
移
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
も
と
で
は
、

公
共
投
資
に
よ
っ
て
日
本
重
化
学
工
業
の
新
た
た
生
産
力
拡
大
が
生
み

だ
さ
れ
、
こ
れ
が
ま
た
公
共
投
資
の
財
政
基
盤
（
財
源
）
を
拡
大
す
る

こ
と
に
な
り
、
こ
う
し
て
「
高
度
成
長
」
下
の
公
共
投
資
膨
張
の
再
生

産
の
基
礎
も
移
成
さ
れ
た
。

　
公
共
投
資
の
特
質
を
こ
の
よ
う
に
と
ら
え
る
と
き
、
本
稿
の
課
題
意

識
と
か
か
わ
っ
て
、
　
「
解
決
の
手
が
か
り
」
と
関
連
し
た
公
共
投
資
の

意
味
を
、
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
こ

の
問
題
の
把
握
に
は
、
新
た
な
内
容
を
も
っ
て
反
映
し
て
い
る
公
共
投

資
の
資
本
主
義
的
性
格
を
解
明
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
、

公
共
投
資
の
対
象
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
の
役
割
を
分
析
し
て
き
た
本
稿

で
は
限
界
を
画
さ
れ
て
い
る
が
、
問
題
へ
の
接
近
の
視
点
の
み
を
述
べ

　
　
　
　
戦
後
日
本
資
本
主
義
の
生
産
力
構
造
と
公
共
投
資
（
東
郷
）

て
お
き
た
い
。

　
さ
て
、
右
の
公
共
投
資
に
よ
る
「
生
産
の
見
通
し
」
も
、
他
方
で
、

「
高
度
成
長
」
と
し
て
の
資
本
主
義
的
性
格
、
矛
盾
を
内
包
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
　
「
生
産
の
見
通
し
」
の
も
と
で
展
開
さ
れ
る
公
共
投
資
。
に

よ
っ
て
、
自
然
資
源
が
資
本
の
生
産
力
と
さ
れ
、
ま
た
、
投
資
自
体
に

つ
い
て
み
る
な
ら
ぱ
、
　
「
浪
費
的
投
資
」
と
し
て
の
性
格
を
有
し
て
い

る
点
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
港
湾
投
資
の
も
と
で
、
港
湾
が
、
工

業
港
湾
と
し
て
日
本
重
化
学
工
業
諾
資
本
に
「
専
用
」
さ
れ
、
と
く
に
、

太
平
洋
岸
が
こ
と
ご
と
く
「
汚
染
」
さ
れ
た
こ
と
に
如
実
に
示
さ
れ
て

　
（
１
）
い
る
。
こ
の
公
共
投
資
に
よ
る
自
然
資
源
の
生
産
力
化
と
そ
の
「
浪
費

的
投
資
」
と
し
て
の
内
容
は
、
一
方
で
、
公
共
投
資
に
よ
る
「
生
産
の

見
通
し
」
を
可
能
に
し
た
条
件
で
あ
る
。
他
方
で
、
そ
の
も
と
で
公
共

投
資
が
無
政
府
的
に
展
開
さ
れ
、
公
共
投
資
の
白
然
的
・
杜
会
的
基
盤

が
掘
り
壊
さ
れ
な
と
き
、
　
「
生
産
の
見
通
し
」
に
結
果
し
な
い
公
共
投

資
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
公
共
投
資
の
「
過
剰
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

局
面
を
っ
く
り
出
す
と
い
え
る
。

　
こ
の
公
共
投
資
の
「
過
剰
」
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ぼ
、
公
共

投
資
に
よ
る
白
然
資
源
の
生
産
力
化
と
そ
の
「
浪
費
的
」
構
造
、
お
よ

び
そ
れ
が
起
因
す
る
日
本
重
化
学
工
業
の
生
産
力
構
造
、
国
際
分
業
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
三
（
七
八
七
）
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係
に
お
げ
る
位
置
と
が
再
検
討
さ
れ
な
く
て
は
た
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
１
）
　
「
浪
費
的
投
資
」
に
関
し
て
、
以
下
の
よ
う
た
例
を
あ
げ
る
こ
と
が

　
　
で
き
る
。
「
国
民
所
得
倍
増
計
画
」
実
施
の
具
体
化
と
し
て
、
新
産
業

　
都
市
と
工
業
整
備
特
別
地
域
が
指
定
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
、
一
九

　
　
六
五
年
に
、
「
財
政
上
の
特
別
措
置
」
が
定
め
ら
れ
「
道
路
、
港
湾
、

　
　
住
宅
、
下
水
遣
な
ど
の
整
備
に
国
の
補
助
率
を
ヵ
サ
上
げ
す
る
た
ど
の

　
優
遇
措
置
が
と
ら
れ
て
き
た
。
同
時
に
誘
致
企
業
に
対
し
て
地
方
税
の

　
滅
免
や
減
価
償
却
の
特
例
た
ど
が
認
め
ら
れ
て
い
る
」
。
日
本
経
済
新

　
　
聞
「
財
政
特
例
措
置
、
延
長
へ
」
一
九
七
五
年
一
〇
月
二
五
日
付
。
志

　
　
村
賢
男
氏
も
、
こ
の
側
面
を
「
『
過
剰
埋
立
』
の
計
画
的
配
置
、
効
率

　
　
化
」
と
し
て
分
析
・
論
理
化
し
て
い
る
。
志
村
賢
男
『
目
本
経
済
の
構

　
　
造
変
動
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ア
書
房
、
一
九
七
二
年
、
六
六
～
六
九
べ
ー
ジ
。

（
２
）
公
共
投
資
の
「
過
剰
」
が
、
「
高
度
成
長
」
が
破
綻
し
て
き
て
い
る

　
　
現
局
面
に
お
い
て
、
と
く
に
、
工
業
用
地
と
地
方
財
政
に
お
い
て
噴
出

　
　
し
て
い
る
。
　
「
過
剰
」
の
「
代
表
的
な
例
が
香
川
県
の
番
の
州
埋
め
立

　
　
て
地
。
同
県
は
こ
れ
ま
で
に
四
国
電
力
、
三
菱
化
成
な
ど
五
杜
に
四
六

　
　
五
万
平
方
メ
ー
ト
ル
を
分
譲
し
た
が
、
四
五
（
一
九
七
〇
）
年
の
ド
ル

　
　
シ
ョ
ヅ
ク
以
降
、
売
れ
行
き
が
バ
ッ
タ
リ
止
ま
り
、
一
四
六
平
方
メ
ー

　
　
ト
ル
が
い
ま
だ
に
売
れ
残
っ
て
い
る
」
。
日
本
経
済
新
聞
「
工
業
団
地

　
売
り
込
む
自
治
体
」
一
九
七
六
年
二
月
一
七
日
付
。
ド
ル
シ
ョ
ヅ
ク
と

　
　
の
関
連
で
い
え
ぽ
、
そ
の
ド
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
意
味
す
る
も
の
は
、
「
高

　
度
成
長
」
下
の
公
共
投
資
の
国
際
的
基
盤
で
あ
っ
た
国
際
分
業
関
係
に

　
　
お
げ
る
日
本
重
化
学
工
業
の
一
定
の
位
置
、
そ
の
動
揺
で
あ
る
と
い
え

　
　
る
。
公
共
投
資
の
自
然
的
・
杜
会
的
基
盤
の
崩
壊
自
体
の
一
例
は
、

一
五
四
（
七
八
八
）

「
立
地
難
」
で
あ
り
、
そ
の
も
と
で
は
、
「
生
産
の
見
通
し
」
に
結
果

す
る
は
ず
の
公
共
投
資
対
象
が
売
却
さ
れ
な
い
か
、
売
却
さ
れ
え
た
と

し
て
も
従
来
の
よ
う
た
程
度
で
は
生
産
力
化
さ
れ
な
い
。


